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健康・スポーツ科学（2020）10（１），１～７

【原著】

足底への荷重と頸部への振動刺激が立位時の重心動揺に及ぼす影響 
―busy-line effectの影響―

三浦　有花１）　伊東　太郎２）

Effects of plantar load and cervical vibration stimulation on body sway during 
standing-Influence of busy-line effect-

Yuka Miura１）　Taro Ito２）

Abstract

The purpose of this study was to investigate the effects of changes in forefoot pressure on 
postural responses to vibrations of the neck muscles in healthy humans. Previous studies showed 
that balance instability in upright posture alters the role of proprioceptive information and the state 
of system balance. For example, it was reported that proprioceptive information resulting from vi-
brational stimulation is blocked during dynamic motor tasks. In this study, we hypothesized that 
proprioceptive information would be blocked during static movement tasks on receiving multiple 
sensory inputs, affecting postural responses. Subjects consisted of 15 healthy individuals, standing 
upright on a force platform for 30 seconds with their eyes closed. To change the pressure of the 
forefoot as cutaneous sensor information, the posture response without heel lift, with 7 cm heel 
lift, and with 14 cm heel lift to one side vibration stimulation or bilateral stimulation of the neck 
muscles given as proprioceptive information was compared with muscle stimulation. In this study, 
a root mean square value was calculated from the center of pressure as a measure of body sway, 
and a two-way repeated-measures ANOVA was performed. There was a significant interaction be-
tween the heel height and vibration stimulation, indicating that increasing the forefoot pressure on 
both sides of the muscle resulted in a decrease in the root mean square value. The results of this 
study suggest that increasing the forefoot pressure and location of vibration stimuli causes vibra-
tion-induced suppression of sensory information input and reduces body sway.

キーワード：姿勢制御　体性感覚　筋固有感覚　足圧

Key words：posture control：somatosensory：muscle proprioception：foot pressure

Ⅰ．緒言

　高齢者の二重課題の実施が姿勢不安定性を高める
報告１）があることから，中枢への複数の情報入力
は立位姿勢制御に影響を及ぼすと考えられる。立位
姿勢制御に用いられる感覚は，視覚，前庭感覚およ
び体性感覚であり，中でもヒトが最も依存している
のは視覚である２）。しかし視覚に依存できない場合
は，主として体性感覚を用いた姿勢制御を行う３）。
体性感覚は深部知覚と皮膚感覚を含んだ感覚情報の

ひとつであり，中枢へ身体各部の位置変化と運動に
関する情報を伝えることから４），安静立位姿勢にお
いても重要な役割を果たす。
　経皮上から筋への振動刺激は，深部知覚の機械的
受容器のひとつである筋紡錘内のIa神経を選択的に
刺激し，筋が伸張した錯覚情報が中枢へ入力され５），
それにより同名筋が収縮する６）。その際の足圧中心
は刺激された筋と同じ方向へ移動することから，身
体の不安定性を誘発し７），振動刺激は身体平衡を乱
す外乱となる８）。

１）広島大学大学院　人間社会科学研究科　人文社会科学専攻　人間総合科学プログラム
２）武庫川女子大学　健康・スポーツ科学部健康　スポーツ科学科
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2 三浦，伊東

超高齢化社会の突入に伴い，高齢者の転倒問題や，
それに伴う介護者の増加などの社会問題が浮上して
きた。足底からの感覚情報と振動刺激由来の筋固有
感覚情報の相互作用による姿勢不安定な場合の感覚
情報処理の動態を明らかにすることで，高齢者の転
倒問題解決の一助となることが期待される。本研究
はその切り口として，姿勢不安定時の感覚情報処理
メカニズムを明らかとするため，高齢者ではなく若
年者を対象に研究を行うこととする。以上より，本
研究の目的は，前足部の足圧変化と筋への振動刺激
が重心動揺へ与える影響を精査し，実際にbusy-line 
effectが誘発されるかどうかを検討することとした。

Ⅱ．実験方法

A　対象
　対象者は，神経耳科学的に異常のない健常な若年
女性15名（年齢19.6±0.6歳，身長161.5±4.8cm，
体重57.9±5.6kg）とした。対象者には事前に書面
および口頭での研究の目的，方法，研究上の不利益
および危険性，個人情報の保護，研究協力同意後の
取り消しについて説明し書面にて同意を得た。な
お，本研究は平成29年度武庫川女子大学第１回研
究倫理審査委員会の承認を得て実施された（承認番
号No. 18-１）。

B　実験手順
　実験は，本実験と追従実験に分け，本実験の対象
者10名，追従実験は５名とした。
　実験に使用する振動刺激装置は携帯電話用の振動
モーター（Newone社，直径10mm×厚さ3.8mm，
重量１g）を用い作製し，振動周波数を120Hzとし
た。10名の対象者の後頭板状筋に振動刺激装置を
約0.001Nの力で皮膚に装着し（図１），両足の内果
をつけた状態で閉眼立位姿勢を30秒間保持させ
た。その際，足底の荷重圧のみを変化させ，支持基
底面積を一定にするため，シューズ（図２）にイン
ソールを入れることでヒール高のみを操作した。
ヒール高は０cm，７cm，および14cmの３条件で変
化させた。対象者10名には，振動無し，右側，左
側および両側の後頭板状筋への振動刺激の計４条件
を各１試行実施した。各条件の試行間には２分間の
休息を設けた。
　姿勢制御に関わる下肢筋への振動刺激では，刺激

　また，我々ヒトは，二足歩行によって姿勢を保ち
ながら，日常生活を送り，転倒などにより歩行能力
が低下すると，様々な身体の障害や，その後遺症，
さらには生活の質の低下を招くことから，足底の皮
膚感覚の入力も同様に身体平衡へ影響を与える９）。
足底の皮膚の乳頭層内にはマイスネル小体，綱状層
から皮下組織にパチニ小体，足底腱膜起始部にはパ
チニ様小体（ゴルジ・マツォニ小体）などの感覚受
容器が豊富に存在する10）．立位時には，唯一の支持
面である足底内に存在する感覚受容器から，姿勢の
変化や地面の状況を感知し，素早く姿勢調整を行
う。このことから足底は日常生活やスポーツ場面で
のあらゆる姿勢制御に大きく寄与しているといえ
る。
　これまでの研究では，筋への振動刺激や足底への
圧情報の入力といった単一の感覚情報の入力がなさ
れた場合やバランスボード上など物理的に姿勢平衡
の不安定な状態11）において，重心動揺が増加するこ
とが報告されている。一方で支持基底面積の減少時
や12），あるいはその場歩行13）や歩行運動14）などの複
数の感覚情報が同時的に入力する場合，振動による
外乱は抑制されることが報告されている。これは，
身体の揺れを感知する足圧，筋固有感覚と前庭感覚
などの複数の感覚情報が中枢へ殺到することで混乱
が生じ，筋固有感覚情報の入力が抑制されることが
原因であるとされており，“busy-line effect”と呼ば
れる11）13）14）。
　しかし，異なる感覚種からの同時的な情報入力が
姿勢安定性に与える影響をみた研究は極めて少な
い。また，先行研究11）13）14）は動的な課題で実施して
おり，安静立位姿勢に与える影響に関しては明らか
にされていない。以上より本研究では，安静立位時
の足圧と振動刺激由来の筋固有感覚という異なる感
覚種からの同時的な情報入力により“busy-line ef-
fect”が誘発され，筋固有感覚情報入力の抑制によ
り，振動刺激による重心動揺が抑制されるという仮
説を立てた。
　ヒトは日常生活の中で様々な感覚情報が中枢へ入
力され，足底感覚，視覚，筋固有感覚など多くの情
報が絶えず生体へ入力されている。我々はそのよう
な多くの情報を取捨選択し，日常生活を送っている
が，それぞれの情報の相互作用が安静立位姿勢に与
える影響については明らかとなっていない。近年，
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強いられると考えられる。その物理的な制約で足関
節のstiffnessの増加が強いられ，重心動揺が影響を
受ける可能性もある。そこで，追従実験では後頭板
状筋とは反対方向への姿勢反応を惹起させる胸鎖乳
突筋の振動刺激を与え，物理的制約を解放した条件
で重心動揺への影響をみることとした。重心動揺の
変化に関する追従実験であったため，足底圧は測定
しなかった。対象者５名には，振動を与えない，振
動刺激を胸鎖乳突筋の右側に与える，左側に与え
る，ならびに両側に与える条件の計４条件を各１試
行実施した。以上の各条件は，振動の短期効果が残
るため振動なし条件を最初に実施し，それ以外の３
条件をランダムで実施した18）。また振動刺激は測定
開始５秒後から30秒間与えた。

C　測定項目
　本研究では足圧中心位置（COP: Center of Pres-
sure）の前後変化を算出するため，床反力計（AMTI
社，OR６-６）によるFz（床反力鉛直成分），Mx（前
額軸回りの回転力）の波形を，F-SCAN（ニッタ株
式会社）による足底荷重圧とともに，サンプリング
周波数100HzでPCに同期記録した。

D　算出項目
　対象者の前後方向の重心動揺として，足圧中心位
置から30秒間の重心動揺実効値を算出した後，コ
ントロール条件であるヒール高０cmかつ振動無し
条件時の値で除し正規化した。また，前足部の足底
荷重圧は各ヒール高の振動なし条件のピーク値

（kPa）を体重で除して正規化した。

E　統計処理
　統計処理はSPSS（IBM Statistics Ver.21）を使用
した。前足部の足底荷重圧は，ヒール高の違いが前
足部の足底荷重圧に及ぼす影響を確認するため，
ヒール高を要因とする一元配置分散分析を行った。
また重心動揺実効値は，ヒール高条件と振動刺激条
件の二元配置分散分析（ヒール高と振動刺激の両要
因とも繰り返しのある要因）を行い，有意性が認め
られた場合にTukey honestly significant differenceに
よる多重比較を行った。なお，いずれも有意水準は
５%未満とした。

された筋の位置と同じ方向へ足圧中心位置を移動さ
せるが８），頸部への振動刺激では刺激位置とは反対
の姿勢反応が誘発される15）。この原因として，頸部
への振動刺激時には中枢へ筋紡錘より頸筋が伸張し
た情報が入力されると同時に，前庭器官へ頭部が後
傾している入力がなされることから頭部の鉛直性を
保とうとすることが考えられている。頸部後部へ振
動刺激を与えると，中枢内では頸部後部の筋が伸張
されている状態を仮想し，通常ならば頭部の後屈を
行おうとするが，中枢内へは筋固有感覚情報だけで
はなく，前庭感覚からの情報も入力されるため頭部
の鉛直性を保ったまま，頭部を空間の不動の一点と
して認識し，体幹部以下を後方へのけぞらせること
で頸部後部の筋が伸長されている状態を仮想する。
その結果，中枢内は身体が後方へ傾いているという
認識がなされ，その傾きを補償するために身体全体
を前方へ移動させることが原因であると考えられて
いる15）16）。
　上記の本実験に加え，５名の別の対象者には，筋
の振動刺激位置を胸鎖乳突筋に変えて追従実験を実
施した。安静立位時の矢状面において，重心動揺を
一定の範囲内に制限することには，足関節の“stiff-
ness”が大きく影響する17）。本実験において，ヒー
ル高の上昇に伴い足圧中心位置が前方へ移動し，後
頭板状筋への振動刺激により，さらに身体は前傾を

図２．実験で使用したインソール入りシューズ

図１．実験で使用した振動刺激装置
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表１．後頭板状筋刺激時の前後方向における重心動揺実
効値（平均値と標準偏差）

　 右側 左側 両側
0cm 91.08±64.16 169.33±176.18 192.60±151.84 
7cm 264.65±321.06 179.86±276.97 187.85±210.45
14cm 117.50±107.94 66.57±100.57 151.83±84.21

　ヒール高条件の有意な主効果も認められた（F＝
14.233，p＜0.001，ηp

2＝0.070）。多重比較の結果，
７cmヒール条件は０cmヒール条件よりも重心動揺
実効値が有意に大きかった（p＝0.021）。さらに，
14cmヒール条件は０cmヒール条件（p＜0.001）や
７cmヒール条件（p＝0.020）に比べて重心動揺実
効値が有意に大きかった。

C　胸鎖乳突筋刺激時の前後方向における重心動揺
実効値

　二元配置分散分析の結果，ヒール高と振動刺激位置
において交互作用および主効果は認められなかった

（図５，表２）。

表２．胸鎖乳突筋筋刺激時の前後方向における重心動揺
実効値（平均値と標準偏差）

　 右側 左側 両側
0cm 135.64±100.92 127.47±91.60 130.94±66.97 
7cm 149.51±96.23 143.60±79.32 132.95±71.78 
14cm 168.90±99.78 137.90±77.52 126.45±46.07

Ⅲ．結果

A　ヒール高の足底荷重圧ピーク値への効果
　一元配置分散分析の結果，各ヒール高間での主効
果が認められた（F＝3.124，p＝0.044，ηp

2＝0.411）。
ヒール高が上昇するほど，前足部の足底荷重圧が有
意に増加することが示された。また多重比較の結
果，ヒール高０cmと比較して14cmで前足部の足底
荷重圧に有意な増加が認められた（p＝0.033）。そ
の他のヒール高（０cmと７cm，７cmと14cm）に
は有意差は認められなかった（図３）。

B　後頭板状筋刺激時の前後方向における重心動揺
実効値

　二元配置分散分析の結果，ヒール高と振動刺激条
件の有意な交互作用が認められた（F＝2.431，p＝
0.047，ηp

2＝0.708）。多重比較の結果，左側振動条
件における７cmヒール条件は０cmヒール条件と比
較して重心動揺実効値が有意に増加した（p＝
0.021）。さらに，左右各々の片側振動刺激条件にお
ける14cmヒール条件は０cmヒール条件と比較して
重心動揺実効値が有意に大きくなった（それぞれp
＜0.001）。また，14cmヒール条件の両側振動刺激
条件では左側振動刺激条件に比べて重心動揺実効値
が有意に小さかった（p＝0.020，図４，表１）。

図４．後頭板状筋刺激時の前後方向における重心動揺実効値

図５．胸鎖乳突筋刺激時の前後方向における重心動揺実効値
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図３．各ヒール高の足底荷重圧ピーク値
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す外乱であり，中枢へ情報入力が殺到していたこと
が推測される。
　後頭板状筋への振動刺激時の重心動揺実効値にお
いてヒール高と振動刺激位置の交互作用が認められ
た。片側振動では，ヒール高の上昇に伴う重心動揺
実効値の有意な増加が認められ，ヒール高が14cm
上昇し，姿勢が不安定な状態では，片側振動よりも
両側振動において重心動揺実効値が有意に小さかっ
た。姿勢が安定した状態では，視覚や前庭感覚の役
割が減少するが28），逆をいえば姿勢が不安定な状態
であれば，他の感覚の役割は増加し，中枢へ情報が
殺到する。本実験において，姿勢が不安定な状態で
あるヒール高の増加に伴う足底圧の増加と，両側振
動での体性感覚情報入力の増加により様々な感覚情
報が中枢へ殺到したことが示唆される。したがっ
て，本研究における重心動揺実効値の抑制は，種々
の感覚情報の殺到により“busy-line”の状態が誘発さ
れ29），体性感覚情報の中枢への入力が抑制された結
果であると考えられる。体性感覚情報の入力が抑制
された要因として，中枢が巧みな運動を行うために
体性感覚情報の入力を抑制（somatosensory gating）
したことが推測される30）。
　追従実験における胸鎖乳突筋への振動刺激条件で
は，ヒール高と振動刺激の変化に対し，重心動揺に
は有意な交互作用および主効果は認められなかっ
た。本実験の後頭板状筋への振動刺激と比して，物
理的な制約で生じる足関節のstiffnessへの影響を取
り除こうとした追従実験であったが，重心動揺には
統計的差異が認められなかった。一方，追従実験で
はヒール高の増加と両側同時の振動刺激により，姿
勢保持にとって外乱となる情報入力が増加したにも
かかわらず，重心動揺は有意に増大せず，“busy-line”
の影響を否定する結果とも判定できなかった。追従
実験の実験設定では，ヒール高の増大による足圧中
心位置の前方移動を，胸鎖乳突筋の刺激による身体
の後傾が中和し，足底圧の情報入力が減少し，結果
として十分な“busy-line”の状態を誘発できなかった
ことが推測される。追従実験では，足底圧を測定し
ていなかったため，今後の検証課題としたい。また，
今後は両実験条件とも対象者数を増加した上で，試
行数もさらに増加させ検討する必要があると考えて
いる。
　本研究の結果は，安静立位時の姿勢制御における

Ⅳ．考察

　本研究の目的は，前足部の足圧変化と筋への振動
刺激による複数の感覚情報の中枢への入力が重心動
揺へ与える影響を精査し，busy-line effectが誘発さ
れるかどうかを検討することであった。本研究の結
果，ヒール高が14cmでかつ両側の後頭板状筋への
振動刺激時に前方の重心動揺実効値が有意に小さく
なっていることが示唆され，busy-line effectの存在
を示唆する結果となった。
　このbusy-line effectは足底と振動刺激からの２つ
以上の感覚情報の入力が，中枢へ入力されているこ
とで誘発される11）13）14）。本研究では踵部を挙上させ
ることによる足底からの感覚情報の入力と頸部への
振動刺激を用いた筋固有感覚情報の入力を用いた。
ヒール高の上昇はバランス能力を低下させ19），歩行
時および立位姿勢時の前方への重心動揺を増加させ
る20）21）ことから，ヒール高の上昇は身体平衡を乱す
感覚情報であるといえる。足底からの圧情報は皮膚
感覚であるため，皮質へ体性感覚情報として入力さ
れる22）ことから中枢への入力がなされていたことが
推測される。本研究ではインソールを用いること
で，支持基底面の大きさを一定にしてヒール高のみ
を上昇させる条件を設定した。その結果，14cmヒー
ルは０cmヒールと比較し前足部の足底荷重圧の有
意な増加が認められた。足底には多くの感覚受容器
が存在し23），踵部と比較して足趾部の感覚受容器の
分布密度は高く感覚閾値は小さい24）ことから，ヒー
ル高の上昇は中枢への感覚情報の入力を増加させた
ことが考えられる。
　振動刺激由来の感覚情報も身体平衡を乱す外乱８）

であるが，これは振動刺激による四肢の運動錯覚の
誘発が関係している25）。この時の脳内神経活動領域
は，一次感覚野，感覚連合野，補足運動野，運動野
が関連していることが報告されている26）。さらに，
NaitoらがfMRIを用いて運動錯覚時の神経活動領域
を調べた研究でも，同じく運動野の関連を報告して
いる27）。これらのことから，振動刺激による感覚情
報の入力は錯覚であっても運動感覚として中枢で処
理されていることから，本研究においても振動刺激
由来の感覚情報は中枢への入力がなされていたこと
が推測される。以上より足底からの圧情報と頸部へ
の振動刺激由来の感覚情報はどちらも身体平衡を乱
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感覚情報への影響について基礎資料になり得ると考
えられる。また，体性感覚情報が姿勢安定性に寄与
する際の役割と中枢における感覚情報の動態につい
て理解する資料となり得る。しかし，その際の脳内
の情報処理機序に関して，実験中の脳内の活動領域
を確認していないため，busy-line effectの脳内機序
に関しては不明である。脳内の活動領域をみること
でbusy-line effect現象を明確にできる可能性がある
ため，今後は神経科学的な視点からのアプローチを
行う必要がある。

※ 本研究において，著者らに開示すべき利益相反
（COI）はない。
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【実践研究】

教育実習を通して非教職志望の学生が教職志望へと変容するプロセスに関する 
研究：体育系学部に所属する２名の女子大学生のライフストーリー

松木　優也

A study of process of transforming a student who doesn’t want to become a teach-
er into a student who want to become a teacher through teacher training : Based 
on stories of two female college students in the physical education department

Yuya Matsuki

Abstract

The purpose of this study were to study the process of transformation motivation for teaching 
profession based on individuality．Semi-structured interviews were conducted with two university 
students in the physical education department．As a result, the 2 points were found.
1. In the case of university students who have a positive image of teacher, even if the self-efficacy 
decreases and the motivation for teaching profession decreases in university life,  there is a possi-
bility that the motivation for teaching profession may be increased again through practice teach-
ing．
2. Clarification of teachers’ image and improvement of self-efficacy will be promoted by experienc-
ing the relationship with others and class practice in the practice teaching.

キーワード：教職志望度　自己効力感　インタビュー　事例研究

Key words：Aspiration for teaching profession：Self efficacy：Interview：Case study

Ⅰ．研究背景

A．教育実習の意義
　我が国において教員という職業に就くためには，
教職課程のある大学で規定の単位取得によって与え
られる教員免許を取得した後，教員採用試験に合格
する必要がある。近年教員採用試験の合格倍率は高
く，非常になり難い職業ではあるものの，何度も採
用試験に挑戦する者や，教員免許取得のために大学
に再入学する者や科目等履修生として通う者も多く
存在することから，学生にとって魅力的な職業であ
るといえる。就職活動においては職業体験をしない
まま進路を決定する学生も存在するであろうが，教
員の場合，教員免許を取得するための必修科目とし
て教育実習が設けられている。小島ほかによれば，
教育実習の目的は，「児童・生徒の活動や学校の活

動に入りこんで実際の活動と経験とを通して直接に
教育上の経験を得ること」１である。具体的な活動
内容は，実習校の指導担当教員に指導を受けなが
ら，指導案の作成を基に授業を行うことであり，学
級経営のサポート，課外活動の指導，学校行事の運
営に携わる場合もある。
　教育実習での経験が学生に与える影響について
は，多くの研究で報告されている。例えば米沢２は，
学生が認識している教育実習の意義として，教職に
対する構えや教授方法・技術の修得を挙げている。
また，嘉数と岩田３は，保健体育教員を志す教育実
習生を対象に自由記述形式の質問紙調査を実施し，
どの対象者においても実習前後の体育授業観に変化
がみられたことを報告している。これらの指摘は，
教育実習が学生の“教員としての力量”に影響を与え
ていることを示している。しかし，教育実習の影響

１）武庫川女子大学，健康・スポーツ科学部
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安が高いことを挙げている。これらの研究は，いず
れも130名程度の学生を対象とした質問紙調査の結
果であり，教育実習前後の教職志望度が“どのくら
い変化したか”を明らかにした量的研究である。し
かしながら，教育実習に不安を抱えていたり，自ら
の教職に対する意欲が薄れていたりする学生に対し
て指導や相談を行う上では，多様な実習生に合わせ
た個別対応を行う必要があるにもかかわらず，教育
実習生を個別事例として質的に詳しく調査した研究
は少ないのが現状である。とりわけ女子学生は男子
学生に比べて，実習によって教育実習不安や教師効
力感が高まる傾向があることから，女子学生に対す
る個別指導は重要な課題であろう10。これらのこと
から，個人的体験である教育実習における教職志望
度が“どのようなプロセスで変化したか”を質的研究
によって明らかにすることは，現場の学生指導に携
わる者への有用な知見となり得ると考えられる。
　荒井と辻河11は，非教職志望から教職志望に変容
した学生１名を対象に，個別性を踏まえながら，実
習前後の実習への意味づけやアイデンティティの過
程について，半構造化インタビューによって明らか
にしている。この研究の対象事例は小学校教員志望
の学生であり，教師として“教える”という行為その
ものに魅力を感じていることに着目している。しか
し，中学校教員や高校教員は小学校教員とは異な
り，特定科目の専門家としての側面を持つ。特に保
健体育教員は授業者としてではなく，運動部活動の
指導者としての教師観に傾倒してしまう可能性を秘
めている12。また，女性の保健体育教員は年々増加
傾向にあることからも13，女子学生に対する個別指
導の充実化は不可欠であり，保健体育教員を志望す
る女子学生を対象とした事例研究の社会的意義は大
きいと考えられる。

Ｃ．研究目的
　本研究では，体育系学部において保健体育の教育
実習を経験した２名の女子大学生を対象事例に，教
育実習を通して非教職志望が教職志望へと変容する
プロセスについて，個別性を踏まえながら検討する
ことを目的とした。

Ⅱ．方法

　本研究では，女子大学生２名の，小学生から教育

はそれだけにとどまらず，実習生の進路選択や教職
志望度に対しても大きなインパクトを持つ４。
　そもそも教育実習へ臨む学生は，あくまで「教員
免許を取得する」という意志は共通しているもの
の，「教員になりたい」，「教員になりたくない」，「ま
だ迷っている」というように，必ずしも将来の進路
に対する意思が固まっているわけではない。このよ
うな学生の進路選択に対する迷いは，大学生活の中
に何らかの要因があることが考えられる。若松５

は，教員養成学部の進路未決定者が有する困難さの
特質について，「教職をとりあえず選択肢には含め
ていても，惹かれる程度は相対的に弱く，かつ他の
選択肢に対してもこれといって惹かれるものがない
人たちであるため，（進路の）選び方や決め方につ
いて戸惑いがある」と指摘している。そのため，は
じめは教職に対する期待を持って教職課程を履修し
た学生も，履修を続ける者，履修そのものを辞める
者，採用試験に向けて準備をする者，準備をしない
者，採用試験そのものを受けない者など，大学生活
を通して様々なタイプに分かれていくと考えられ
る。また，長谷川と浅野６は，教育学部に所属する
教育実習生に対して行った調査によって，30%の実
習生の進路希望が教育実習中に大きく揺れ動くこと
を明らかにしている。これらを合わせて考えると，
学生生活の中で教職志望度が低下した学生でも，教
育実習を経験することで教職志望度が高まる可能性
が考えられる。教職志望度の高い者ほど教育実習で
の経験を学習課題発見に役立てていることも報告さ
れているが７，今後の教育実習のあり方や意義付け
をする上では，教職志望度の低い学生に対する影響
を検討することが重要であると考える。

Ｂ．教育実習に関する先行研究の検討
　教育実習が実習生の教職志望度に与える影響に関
する先行研究をみてみる。三島ほか８は，教育実習
生の教職志望度を実習前後の質問紙調査によって検
討した結果，実習後に教職志望から非教職志望へと
変容した学生と，非教職志望から教職志望へと変容
した学生の両方が存在することを明らかにしてい
る。また，西松９は，教育実習前後の教職志望度の
上昇傾向について，女子学生よりも男子学生が有意
に高いという結果を示している。その理由として，
男子学生よりも女子学生の方が教育実習に対する不
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「教職志望度の変化」に関する聞き取り調査を実施
した。その結果，ＡとＢに関して，教育実習前は非
教職志望であったのにも関わらず，教育実習後には
強く教職を志望していることがわかったため，本研
究の対象者として選出した。対象者には「教育実習
を通して教職志望度が変容した経験に関するインタ
ビュー調査」について書面ならびに口頭で協力を依
頼した。インタビュー調査において適切な対話を実
施するためには，聞き手と語り手の間に自然で温か
な親和的な心の交流，すなわちラポールが形成され
ていることが求められる19。ＡとＢは，単に教職志
望度が変容したことだけでなく，筆者の講義や実技
授業を受講した経験があり，授業以外でも筆者と親
しく交流する間柄であったことから，本研究の対象
者として妥当であると判断した。また筆者は，大学
教員として教育実習生の事前指導および事後指導，
実習先訪問に９年間の経験を有することから，イン
タビューの聞き手として妥当であると判断した。

Ｂ．インタビュー調査の手続き
　インタビュー調査の１週間程前に，対象者に対し
インタビュー調査内容に関する自由記述形式のアン
ケートを実施した。アンケートは筆者の研究室にて
回答させ，わかりにくい質問に関しては筆者に確認
させながら実施した。インタビュー調査時にはこの
アンケートを「補助資料」20として用いた。本研究
では，単に教育実習での出来事を調査することにと
どまらず，それぞれの人間形成に関する背景や教職
志望に至るまでの経緯についても引き出す必要があ
る。すなわち「どのような学生が，どのような経験
を積むことによって教職志望度が変容したのか」と
いう個別性を明らかにしなくてはならない。そこ
で，本研究に関わらない教科教育を専門とする大学
教員に協力を依頼し，インタビュー調査に関する事
前アンケートの作成に協力してもらった。その結
果，１）小学校・中学校・高校での生活史（家族と
の関わり・学校生活で印象的だった出来事・将来の
夢），２）現在の大学を志望した理由，３）教員免
許を取得しようと思った理由，４）教職志望度が低
くなっていった理由，５）教育実習中の出来事，６）
教育実習前後の気持ちの変化，という質問項目を設
定した。なお，協力者は博士（臨床教育学）の学位
を有していた。

実習終了までの経験についてライフストーリー・イ
ンタビュー法14を用いて明らかにし，教職志望度の
変容に影響を及ぼす要因について検討することを試
みたい。本研究で扱う対象は「教職志望度の変容プ
ロセス」であり，それは実習生の価値観，気持ち，
考え方など，主観的（subjective）あるいは間主観
的（inter-subjective）なものであるため，量的，客
観的には測定しにくいものである15。対象者が教員
を志してから教育実習を終えるまでの経験において
は，言葉で表すことが難しくとも，興味深い感情の
変化や実習生本人にしか知り得ない気づきが存在し
ている。このような人間の特異的な経験を対象と
し，研究者と対象者が対話をしながら知を生み出す
質的研究方法にライフストーリー・インタビューが
ある16。塚田17はライフストーリーについて，必ず
しも個人があらかじめ保持するものではなく，語り
手と聞き手の相互作用によって構築される共同作品
であると表現している。また，小倉18は，「（ａ）調
査研究者と調査協力者との異化し・異化されるコ
ミュニケーションによる新たな社会的現実（認識）
の生成だけではなく，（ｂ）読者の追体験（経験の
重ね合わせ）を可能にし，調査協力者（語り手）・
調査研究者（聞き手＝書き手）・読者（読み手）の
三者が当事者となって（三者の経験が関係づけられ
て），そこに参与的にコミュニケーションすること
によって新たな社会的現実（認識）が構成されてい
くという生成を仕掛けていく，この二重の生成性こ
そが，ライフストーリー研究がもたらす『知』であ
る」と述べている。本研究では研究者が聞き手とな
り，対話によって対象者のライフストーリーを分析
可能なデータとして外化する。そして，実習生が教
職課程を志した背景や，教育実習を含めた大学生活
における教職志望度の変容について解釈していき，
教育実習が実習生に与える影響について検討してい
く。

Ａ．対象者
　本研究の対象者は，Ｍ大学体育系学部に所属する
大学４年生（女子）のＡとＢである。Ｍ大学には，
保健体育の教員養成課程が設置されており，４年次
の前期（５月上旬から６月下旬）と後期（９月上旬
から10月下旬）に教育実習が組まれている。筆者
は，前期の教育実習に参加した学生に対し，実習後，
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挙げている。本研究では白水23に倣い，「対話・編
集方式」を採用し，逐語録を意味内容ごとにまとめ，
テクストとして再構成した。対象者２名のテクスト
に関しては，プリントアウトしたものを直接読んで
もらい，テクストと発言の内容が異なっていないか
を確認してもらった。そして，要望があった点は加
筆および修正を行い，インタビュー内容の妥当性を
保障した。
　対象者２名のライフストーリーのうち，「小中高
での生活史」に関しては，筆者が要約としてまとめ，

「対象者のプロフィール」として提示した。また，「教
職を志した背景」，「非教職志望へと変容したきっか
け」，「実習での印象的な経験」，「実習後の進路希望
について」に関しては，体験の流れに沿って，筆者
と対象者の語りをできる限り崩さないよう提示し
た。また，対象者２名のライフストーリーは，読者
に語り手の経験した世界を感じてもらうために「厚
い記述」で示される必要がある24。そのため，ライ
フストーリーと解釈の提示を完全に分けてしまう
と，読者に「筆者がどのような視点から語りを解釈
しているか」が伝わりにくい危険性がある。そこで，
ライフストーリーに対する考察ないし解釈は，語り
の後に組み入れる形式とした25。そして，対象者２
名のライフストーリーに関する解釈全体を俯瞰しな
がら，非教職志望を教職志望へと変容させたプロセ
スについて総合的に考察した。なお，ライフストー
リーに関する解釈についても，テクストと同様に対
象者２名に確認することで，妥当性を保障した。

Ⅲ．教育実習を経験した女子大学生のライフストーリー

　本章では，教育実習を通して非教職志望が教職志
望へと変容した２名の女子大学生のライフストー
リーを事例として提示した。以下，テクストの ̶̶

「　　」は筆者，Ａ「　　」，Ｂ「　　」はそれぞれ
の対象者の語り，語り内の（　）は，筆者がインタ
ビュー時のメモ等を参考に補足として加えた部分で
ある。また，本論文体裁の都合上，本研究の主題に
関して特に重要であると筆者が判断した部分を中心
に記述したため，テクスト中には「（中略）」も含ま
れる。解釈において語りの引用内の「・・・」も，
同様の理由から省略を意味するものとした。

　インタビューは，20XX年７月19日にＡに対して，
７月23日にＢおよびＡ（２回目）に対して，いず
れもＭ大学内にある筆者の研究室にて実施した。ま
た，Ａに対して２回のインタビューを実施した理由
は，１回目のインタビューで十分に語りを得られな
かったと判断したためである。インタビューの所要
時間は１時間程度と事前に通知し，Ａでは１回目に
60分，２回目に23分，Ｂでは74分を要した。イン
タビューを実施する前には，研究に関する倫理的配
慮について，口頭および書面において説明した。そ
の際，ICレコーダーで録音すること，本人の意思
でどの段階においても研究に対する協力を拒否でき
ること，研究成果を個人が特定できないよう十分に
配慮し無記名で公表することを伝え，同意書に署名
してもらった。インタビューは，筆者が事前に作成
したインタビューガイドに沿って半構造化インタ
ビュー形式で実施したが，ライフストーリー法の特
徴を活かすため，対話の流れに応じて具体的，個別
的内容を深く掘り下げるなど，柔軟に変化させるこ
とを心がけた。また，「ライフストーリーはそれぞ
れの価値観や動機によって意味構成されたきわめて
主観的なリアリティである」21ため，それぞれの対
象者の個別性を大切にしながら内なる声を聞き出
し，誠実な態度で耳を傾ける姿勢でインタビューに
臨んだ。

Ｃ．ライフストーリーの提示と解釈について
　インタビュー終了後，録音された対話データをで
きる限りありのまま文字として書き起こし，逐語録
を作成した。次に，語りの内容が理解できるまで逐
語録を熟読した。インタビュー調査における生デー
タは冗長で雑多な情報を含むため，研究者によって
加工されることで分析可能な質的データ（テクスト）
となる22。データをテクストへと変換する手続き
は，何らかの一般化された方法があるわけではない
が，目的に応じて適切に行う必要がある。例えば白
水23はライフストーリー法においてインタビュー
データをテクストとして記述する方法として，聞き
手の質問と語り手の回答（語り）をそのまま書き写
す「対話引用方式」，聞き手が語り手の語りを大幅
に編集し直す「編集構成方式」，対話引用方式を活
かしつつ主題と関係ある部分とそうでない部分を選
び分け，ある程度構成し直す「対話・編集方式」を
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　　 手になりたかったですね。」
　　 （中略）
̶̶「大学１年生から教育実習までは，将来のキャリ

アについてどんな風に考えながら生活してたん
ですか？」

Ａ　 「１年生と２年生は，全く将来のこととか考えて
なくて，ソフト頑張ろう，でも単位は取るとい
う感じです。で，１年生の時の４年生の先輩が
実業団に行かれて，『あ，Ｍ大学からも実業団に
行けるんや』みたいに思って，そこからソフト
ボールガチでやってたんですけど，怪我しちゃっ
て・・・。」

̶̶「いつぐらい？」
Ａ　 「３年生の・・・前半ぐらい？腰をやって，治る

気配もなくて。その時，一旦冷静に将来のこと
考えてみようってなって。そしたら，ソフト（ボー
ル選手）もいいけど，ソフト（ボール）で食べ
ていけるのかなってなって，先生になる勉強や，
就活とか始めた方がいいのかなって思い始めま
したね。」

　Ａの場合，幼少期からソフトボールにかけてきた
時間が長く，高校進学，大学進学もスポーツ推薦生
であることから，将来の進路選択よりも目の前のソ
フトボールに打ち込む思いが強かったことが見受け
られる。しかし，大学を選択する際に「体育が好き
だったんで，とりあえず免許持っといたら・・・」
という語りから，Ａが決して非教職志望であったわ
けではなく，将来に対して進路選択を明確化するほ
ど向き合えていなかったことがうかがえる。しか
し，怪我が転機となり「先生になる勉強や，就活と
か始めた方がいいのかな・・・」と語ったように，
ソフトボール選手という職業に対する現実的な不安
が生まれてきたことで教職志望が再び生まれてきた
と考えられる。また，小中高時代に体育が好きだっ
たというＡの成長過程も教職が将来の選択肢として
浮上してきた一要因であろう。

２．非教職志望へと変容したきっかけ

Ａ　 「就活してみたんですよ。」
̶̶「３年生の終わりぐらいから？」
Ａ　 「そうですね。（中略）なんか別に何になりたい

とか，どういう仕事をしたいとかはなくて。で，
適当に見てて，とりあえず人と関わるのが好き
なんで，営業職を志望してて。そしたら不動産
屋さんとか住宅メーカーを勧められて，（試験を）
受けて，まぁ１次はどっちも受かったんですけ
ど。」

̶̶「怪我をして自分のことを一回フッと考える時間
ができたっていうのはわかったんだけど，（中略）
じゃあ，勉強して教員になろうっていうのは１
番には来なかったの？」

Ａ．Ａのライフストーリー
【Ａのプロフィール】
　ＡはＨ県の出身であり，家族構成は父，母，双子
の弟の４人である。小学２年生からソフトボールを
始めて，調査時も大学のソフトボール部に所属し，
競技を継続していた。小学校の頃から活発な性格
で，男の子たちとよく外遊びに出かけていた。中学
校からは本格的にソフトボールに取り組むようにな
り，高校にもソフトボールの強豪校にスポーツ推薦
入試で進学した。また両親からは，進路選択を含め
て「私がやることに対して全部協力的」，「自分がや
りたいようにやりなさい」と言われていたことか
ら，大学生となってからも感謝の気持ちを抱いてい
た。小中高で好きだった科目は，どの時期も保健体
育であり，印象的だった先生も保健体育の先生で
あった。それぞれの先生に共通しているのは，授業
が面白かったこと，厳しいけど生徒との距離が近く
親しみやすかったことであった。他にも中学校，高
校時代には英語も好きな科目ではあったものの，決
して得意科目ではなかったため，やはり保健体育が
好きだったという印象が強いようであった。中学生
や高校生の頃は，将来の夢はソフトボール選手にな
ることであった。

１．教職を志した背景

̶̶「高校生の頃は，学年が上がるにつれ，進路に関
してはどんな感じで考えてたの？」

Ａ　 「（進路について考え始めたのは）３年ぐらいか
らで，とりあえず『ソフトがしたい！』が前提
にあって。で，体育が好きだったんで，とりあ
えず免許持っといたら役に立つだろうなと思っ
て。で，体育の教員免許が取れる学科に入って
ソフトボールをしようと思ってて，探していた
ら，顧問の先生から『Ｍ大学はどうや？』って
言われたんです。Ｍ大学に行ってる１個上の先
輩もいたこともあって（Ｍ大学に進学しまし
た）。」

̶̶「その頃は体育の免許を取りたいっていうのは，
特に１番の理由ではない？」

Ａ　 「はい，ソフトができたらどこでもいい，みたい
な（笑）」

̶̶ 「ソフトができて，勉強もそこそこ，みたいな？」
Ａ　 「はい，（体育系学部だったら）授業も体育実技

多くて，楽しそうだなと思って・・・。」
̶̶ 「じゃあ，大学入った時は特に先生になりたいと

かはなかったんだ？」
Ａ　 「そうです。なりたくないわけじゃないけど，（将

来のことは）別に考えてない。ソフトが第一，
みたいな。どっちかと言ったら，（実業団の）選
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Ａ　 「あー，なんか教員なるならＨ県なんですけど，
そのＨ県の教採がすごい難しいって言われて
て。なんか他の県だったらマーク式でテスト受
けるみたいに聞いてたんですけど，Ｈ県は教職
教養も専門教養も全部記述で，受かるのも10年
ぐらいかかるみたいな・・・。」

̶̶「教員採用試験に？」
Ａ　 「はい。それだったら難しいし，就活でバッて決

めて，引退ライフ楽しみたいみたいなのもあっ
て。教職だったら決まるの遅いじゃないですか。
そこまで待ちたくないみたいなのもあったし，
とりあえず就活やっといた方が無難かなって。」

̶̶「敷居の高さっていう感じ？」
Ａ　 「そうです。あと，（ソフトボール部の）同期に，

教職１本の子が１人いて。その子は（20XX年の）
１月か２月とかから結構勉強始めてて。部活終
わっても学校に残って勉強するみたいな感じの
子で。教採受けるのってこんなことするん
や・・・とか，すごい，自分にはできひんって思っ
て。じゃあやっぱり無難に就活かなって。」

　Ａは，「Ｈ県の教採がすごい難しい」と感じてお
り，試験勉強に向かっていく自信がなかったことが
うかがえる。さらに，ソフトボール部の教職志望の
同期の学生が勉強に励む姿を見て「教採受けるのっ
てこんなことするんや・・・」「自分にはできひん
と思って」と語っていることからも，迫り来る自分
の将来について考えたときに，教員という職業に対
する敷居の高さを感じてしまっていたため，非教職
志望となっていったことが考えられる。

３．実習での印象的な経験（実習先：高校）

̶̶「教育実習行く前は，どんな気持ちだった？」
Ａ　 「行く前はめっちゃ楽しみでした。高校の同期

が，別の大学に行った子が一緒に実習行くって
なってて，『やばい，楽しみ！』って思って。別
に教師にならないし，そんなに（将来のことも）
真剣に考えてもいなくて。（実習に対しては）『や
ばい，やばい。』って思ってました。」

　　 （中略）
̶̶「実際に始まってみて，最初の週はどうでした

か？」
Ａ　 「クラスで最初に自己紹介させてもらったんです

けど，めっちゃ緊張してて。楽しみにはしてた
んですけど，いざ生徒の目の前に立ったら手が
震えて（笑）『あと，３週間もあるん』とか，『めっ
ちゃ帰りたい・・・』って思ってましたね（笑）」

　　 （中略）
̶̶「１週目はどんな感じだったのかな？」
Ａ　 「学校に慣れる，生徒とコミュニケーションと

る，先生の授業を参観するみたいな感じでした。」
̶̶「生徒とはどんな話をして，どんな絡み方をして

たの？」
Ａ　 「指導教員の先生に『自分から挨拶いかないとダ

メだよ』って言われたんですけど，すれ違うと

　　 きに結構スルーしてた子も多くて。クラスの生
徒もなんか自分から話にいかないとあんまり
喋ってくれないんで・・・そこが難しくて，最
初の１週間はあまり生徒と喋ってないですね。
部活の子とは少し話しましたけど。」

̶̶「それ以外の子は全然（話せなかった）？」
Ａ　 「そうです。なんて喋ったらいいやろうなぁって。」
̶̶「コミュニケーション取ったらいいのはわかるけ

ど，取り方がわからないって感じ？」
Ａ　 「そうです。なんか，授業の時は教える側だから

喋れるんですけど，休憩時間とか空いた時間に
コミュニケーションとるっていうのが難しく
て。」

　　 （中略）
̶̶「部活も指導してたの？」
Ａ　 「指導っていうか，とにかく一緒にいるって感じ

でした。」
̶̶「教えたりするのはどんな感覚だった？」
Ａ　 「なんか，大学生（の後輩に対して）とかだった

ら，『こんな感じで』って言ったらある程度は伝
わるんですけど，高校生って自分の感覚もまだ
あんまりつかめていない時期なので，（中略）細
かいところから教えて，基礎的なことをやってっ
て感じでしたね。」

̶̶「大変だった？」
Ａ　 「なんか，なんて言ったらうまく伝わるんやろ

うって，結構苦労しました。」
　　 （中略）
̶̶「２週目はどうだった？」
Ａ　 「なんか２週目から生徒も慣れてきて，『先生

―！』みたいな感じで話しかけてくれる子も多
くなりました。」

̶̶「なんでだろうね？」
Ａ　 「多分どんな先生かわかったから，ですかね。な

んか終礼の最後に，先生から振られて一言毎日
話していたんです。それで『今日はこうこうこ
うだったから，そこは良かったと思います』っ
て毎日褒めるようにしてて。そしたら生徒も

『あ，こういうところ見てくれてたんだ』みたい
なのも言ってくれるようになって。それで結構
距離が縮まってって感じですね。」

　　 （中略）
Ａ　 「なんか２週目に合唱コンクールがあって，そこ

で実習生全員でカープの歌歌ったんですよ。『生
徒も本当の合唱曲だったらあんまり聴かないん
で，ちょっとふざけたほうがいい』って先生方
に言われて。ユニホーム着て，カチューシャつ
けて歌ったんです。そしたら『先生めっちゃ可
愛かったー！』って生徒がバーって来るように
なって，（気軽に生徒と）喋るきっかけ作りにな
りました。ホント『先生，先生！』みたいな感
じで。そこで『あ，楽しい』って思いました。
良いことばかりじゃないけど，（こういう感覚が
あるから）嫌なことがあっても頑張れるのかなっ
て思って，そこで『教師って，面白いな』って
いうのは強まりました。」

̶̶「（合唱コンクールでの出来事が）今考えたら大
きかったのかな？」

Ａ　 「あれがなかったら，まずかったですね。」
̶̶「自分をさらけ出したっていう？」
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えたことがうかがえる。また，他の先生の授業の参
観を「『自分だったらこうするなー』っていう部分
もありながら，でも『こういう指導法もあるんや』
みたいなのもあって。色々考えながら見てました。」
というように，Ａの実習に対する前向きな姿勢が感
じ取れる。さらに，授業後のアンケートで「『ここ
はこうしたほうが良かったかも』とかも書いてくれ
てたんです。」「めっちゃ嬉しかったです。やっぱ先
生になろっかなーみたいな感じでした。」と，改善
点を記載されているにも関わらず，嬉しさを感じて
いる。「教材研究とか指導案作りがしんどかったなっ
ていうのはありましたけど，それも含めて毎日楽し
かったですね。」という語りからも，Ａの前向きな
感情は，成功体験だけではなく，実習中の試行錯誤
を通して強まってきていたのではないかと考えられ
る。

４．実習後の進路希望について

̶̶「今考えている将来の進路について聞かせてもら
えるかな？」

Ａ　 「（教員）一本ですね。」
̶̶「今はもう，一本？」
Ａ　 「はい，もう，一本。（他の職業は）考えていな

いです。あとは，公立か，私立かだけ。」
̶̶「でも，教育実習前には『何年かかるかわからな

いし・・・』みたいなこと言ってたのにね。」
Ａ　 「そうですよね。Ｈ県も受けたんですけど，やっ

ぱり結構難しくて。でも，『最初はこんなもん
か』って思って，まず５年ぐらいは頑張ろうと
思ってます。」

̶̶「何が一番大きかったんだろうね。」
Ａ　 「やっぱり生徒との関わりじゃないですかね。（教

育実習って）実際に生徒と関わるじゃないです
か。そこで，先生として働いている人たちがす
ごい羨ましくなって。毎日こんな生徒と関わっ
て，生徒の成長を間近で見れる職業っていい
なぁって思って。とりあえず，人と関わる何か
がしたいっていうのはあったんですけど，自分
が得意なことを教えられるのはってなった時
に，やっぱり体育の先生っていうのが出てきた
んです。」

̶̶「実習前とは，やっぱり変わった？」
Ａ　 「（教育実習に）行く前は，本当に適当にしか思っ

てなかったんですけど，楽しいことも辛いこと
もあるけど，生徒の成長を間近で見てるってい
うのが醍醐味かなって。教師になるってこうい
うことなんだってわかったし，教育実習に行っ
て，（教員になりたいという思いが）強まりまし
たね。だから，絶対先生になって，生徒と関わっ
ていきたいなっていうのはありますね。」

　Ａの漠然とした進路希望を，教職志望へと変容さ

Ａ　 「そうです，そうです。」
　　 （中略）
̶̶「授業の参観や教材作りに関してはどうだった？」
Ａ　 「とりあえず，体育の先生の授業を一通り見させ

てもらって，どういう組み立てをしているとか
を見て，空いた時間に教材研究して，指導案作っ
てって感じでしたね。」

̶̶「授業参観している時とか，どんなことを考えて
た？」

Ａ　 「うーん・・・『自分だったらこうするなー』っ
ていう部分もありながら，でも『こういう指導
法もあるんや』みたいなのもあって。色々考え
ながら見てました。」

　　 （中略）
̶̶「（授業をするのは）楽しかった？」
Ａ　 「楽しかったです。教えていくうちに『いつもの

先生とは違う授業で，なんか面白かった』とか，
『先生また次も授業やってや』みたいなのを（生
徒から）言われて，『あー，これが達成感
か・・・』って。教育実習生だから，そんな先
生みたいにすごい授業はできなかったんですけ
ど，でも，自分が考えた内容の授業はできて。
授業後に簡単なアンケート取らせてもらったん
ですけど，生徒からもいろんな評価もらって。」

̶̶「それは３週目くらい？」
Ａ　 「はい。で，結構みんなちゃんと書いてくれてて，

『ここはこうしたほうが良かったかも』とかも書
いてくれてたんです。」

̶̶「嬉しかった？」
Ａ　 「めっちゃ嬉しかったです。やっぱ先生になろっ

かなーみたいな感じでした。」
　　 （中略）
̶̶「全体として振り返ると，先生になりたいって思

い始めたのは，どの辺りが転機だったのかな？」
Ａ　 「やっぱり２週目の合唱コンクールで生徒との距

離が縮まって，そこからですね。」
̶̶「辛かったことはあった？」
Ａ　 「辛かったことがなくて。教材研究とか指導案作

りがしんどかったなっていうのはありましたけ
ど，それも含めて毎日楽しかったですね。」

　　 （中略）
̶̶「最後はどんな感じだったんですか？」
Ａ　 「泣きました（笑）（最後のホームルームで）泣

く予定じゃなかったんですけど，なんか泣いて
る子見たら『え，やばい。３週間めっちゃ濃かっ
たなぁ。』って思って涙が出てきて。とりあえず
考えていた挨拶を言ってたら，泣いてたんで喋
れなくなって。最後に伝えたかったことはお礼
状と一緒に生徒向けの手紙で出しましたね。本
当，最後は感動しました。

　Ａの教育実習では，緊張から生徒とコミュニケー
ションが取れなかった時期から，合唱コンクールに
よって生徒との距離が縮まり，そこから充実した実
習へと展開していったことがわかった。なかでも，
合唱コンクールや終礼での挨拶によって生徒のＡに
対する理解が深まり，コミュニケーションが生まれ
たことで「教師って，面白いな」という感情が芽生
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Ｂ　 「もうやばい，もう無理と思って専門学校とか見
出してたら，お父さんに怒られて。」

̶̶「その専門学校っていう選択肢に起こったわけ
じゃないよね，きっと。」

Ｂ　 「はい，なんかそうやってすぐ，目標を諦めよう
としていたことに対して。」

　　 （中略）
̶̶「お母さんはどんな感じだったの？」
Ｂ　 「うーん，やっぱ国立の教育学部行って欲しい，

みたいな。」
　　 （中略）
̶̶「親は先生になって欲しいと思っていたのかな？」
Ｂ　 「多分・・・。（私が）ずっと先生になりたいっ

て言ってたから。」
̶̶「え，いつから？」
Ｂ　 「中学くらいからです。」
̶̶「あー，理科の先生か，体育の先生かって感じ？」
Ｂ　 「いや，なんか一番は教育学部に行きたいってい

う目標があって。」
̶̶「とりあえず，先生っていうことの前に，教育学

部で選択肢広げようみたいな？」
Ｂ　 「そうです。」
　　 （中略）
̶ 「̶じゃあ，大学に入るまでも，教育学部行きたいっ

ていうか，教職の道が強かったのかな？」
Ｂ　 「はい，なんでかははっきりわからないんですけ

ど・・・。」
̶̶「で，（部活は）野球に戻ってきたのかな？」
Ｂ　 「ああ，野球部に入った理由は，教採に役立つか

なっていう理由です。練習日数もそんな多くな
かったし。」

　Ｂの教職志望は中学から芽生え始め，「まぁ高校
入学した時から大学は行くって決めてて，まぁ教師
になりたいっていう思いもあったんで，教育学部行
きたいなって思ってたんですけど・・・」と，その
思いは高校時代も継続していた様子がうかがえる。
学力が伸び悩み，一度は教育学部への進学を諦めか
けた際，「お父さんに怒られて」という語りや，筆
者が母親のＢに対する思いを聞いた際の「多
分・・・。（私が）ずっと先生になりたいって言っ
てたから。」という語りからも，自らの目標に向かっ
て再度挑戦するきっかけとして，両親の期待も影響
していたと考えられる。また，小学校の頃に取り組
んでいた野球を大学で再度始めた理由についても

「教採に役立つかな」と語っており，教員になりた
いという目標は大学入学後も継続していた。

２．非教職志望へと変容したきっかけ

̶̶「それで，（大学）１年生から３年生まではどん
な感じ？」

Ｂ　 「うーん，まぁもちろん教職の授業は取ってたし，

せた要因として，生徒との良好な関わり合いが考え
られる。実際に生徒と関わる経験を経たことで，体
育教員を「生徒の成長を間近で見れる」，「自分が得
意なことを教えられる」など職業としてより明確に
捉えることができ，「人と関わる何かがしたい」と
いう考えから，「絶対先生になって，生徒と関わっ
ていきたい」という考えに変わっていったことがう
かがえる。また，Ａ自身，元々小中高時代から体育
そのものに対するイメージがポジティブであったこ
とも，このような教職志望度の変容に関係している
であろう。

Ｂ．Ｂのライフストーリー
【Ｂのプロフィール】
　ＢはＳ県の出身であり，家族構成は父，母，兄，
姉の５人である。小学校の頃から「家帰ってすぐ勉
強済ませてっていうタイプ」であり，両親からも勉
強について言われたことはなく，真面目な性格で
あった。小学校３年生から野球を始めたが，中学で
は仲の良い友達の誘いもありバレーボールに入部。
この頃考えていた夢は，「保育士」であった。その
理由として，「子どもが好きだった」と語っていた。
中学時代も真面目に勉強し，高校は姉と同じく地域
の難関校に進学。新しいスポーツにチャレンジした
いという思いからアーチェリー部に入部した。「先
生（という職業）を見てきているから，私もなりた
いなぁって」と語っていたように，この頃から教員
を志す気持ちが芽生え始めた。小中高での好きな教
科は体育と理科であった。とりわけ体育が好きな理
由としては，運動が好きで得意であったこと，好き
な先生が体育の先生だったことを挙げていた。

１．教職を志した背景

̶̶「高校３年生の頃は，（将来について）どんな感
じで描いてたのかな？」

Ｂ　 「まぁ高校入学した時から大学は行くって決めて
て，まぁ教師になりたいっていう思いもあった
んで，教育学部行きたいなって思ってたんです
けど，まぁ学力が伸びなくて。どうしようかなっ
てめっちゃ悩んだ時があって・・・一回グレた
んですよ。」

̶̶「いいよ，続けて。」
Ｂ　 「今の学力じゃ，国立行けない，みたいな。」
̶̶「いつ頃の話？」
Ｂ　 「えー，もう結構３年生の夏休み終わった頃から。」
　　 （中略）
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入ったが，模擬授業で受けた担当教員の一言で「先
生らしさってなんだ」と考え込んでしまった。この
ように思い悩んでしまったのは，Ｂは教員を目指し
ていたものの，自身の理想の教師像を明確に思い描
くには至っていなかったことが関係していると考え
られる。つまり，「教員になる」という目標は明確
であっても，「どのような教員になるか」までは考
えられていなかったわけである。このことは，特講
における同期の取り組みと自己の取り組みに温度差
を感じ，非教職志望へと変化してしまい，実習直前
まで就活を行なっていたことからも想像できる。

３．実習での印象的な経験（実習先：高校）

̶̶「実習が近づくにつれて，どんな（気持ち）だっ
た？」

Ｂ　 「行きたくなかったです。」
̶̶「理由は？」
Ｂ　 「えー・・・なんか，実習が始まるのが（他の学

生よりも）遅かったんで，みんな帰ってきてた
のに今から始まるのか，みたいな。あと，まぁ（課
題に）追われるってイメージがあったんで。」

̶̶「帰ってきてた人たちからも話を聞いて？」
Ｂ　 「はい，『うわーそんなん４週間もするんかー』

みたいなのと，教材研究もそんなにやってなかっ
たんで，大丈夫かなーって。あと，親に会うんで，
絶対将来の話するから，どうしようっていうの
もありました。」

　　 （中略）
̶̶「（実習に）入って，１日目だけど。」
Ｂ　 「いやー，もう気張りっぱなしでした。」
̶̶「指導教員の先生はどんな人だったの？」
Ｂ　 「女の30代の先生で，柔道が専門でした。」
̶̶「どんな人だった？」
Ｂ　 「まぁ，なんかしっかりしてました。けど，なん

か・・・教育実習は早く帰れないっていうイメー
ジだったんですけど，この先生は自分もそうい
う経験してきたからって言って，『早く帰ってい
いよ』みたいな感じで言ってくれてました。」

̶̶「距離も近い感じ？親しみあった？」
Ｂ　 「はい，結構仲良かったです。」
　　 （中略）
̶̶「１週目から授業やったの？」
Ｂ　 「いや，もう４週間あったんで，３週目から授業

しようって。で，１週目と２週目はもう，授業
参観してました。」

̶̶「あー，色々な先生の（授業を）見て。どんなこ
と思って見てた？」

Ｂ　 「うーん，なんか，指導，指示とかポイントの説
明が的確で，端的で短く，だらだらと話しせず
に，ポイント抑えてきっちりやってるなぁって
いうのは，すごい思いました。自分結構，実践
してる時に言いたいことがありすぎて，ベラベ
ラ喋ってる時もあったんで，それが反省点って
いうか・・・聞いてないのに言っちゃってるっ

　　 まぁずっと教師になりたいっていう思いで教職
ゼミにも入ったんですけど。なんか・・・模擬
授業するじゃないですか？」

̶̶「あ，指導法のいろんな授業で？」
Ｂ　 「その時は，マジで，『自分，（先生に）向いてな

いわ・・・』みたいな。なんか実践すればする
ほど思い始めましたね。」

̶̶「指導法（の授業）も色々あったと思うけど，例
えば？」

Ｂ　 「あー，なんか一番は，保健の模擬授業やった時
に，先生から講評もらったんですけど，『なんか
授業内容はいいんだけど，先生らしさをもう
ちょっとつけてください』って言われて。先生
らしさってなんだって（考え始めて）・・・それ
で結構悩みましたね。」

̶̶「あー，それ言われた時に，自分の先生像ってい
うのかな？教師像が思い浮かばなかったんだ？」

Ｂ　 「わからなかったです。」
̶̶「２年生の時？３年生？」
Ｂ　 「３年生の時でしたね。もうとどめでした。」
　　 （中略）
̶̶「（事前アンケートの就活を始めたという記述を

見て）教職クラスだったのに，就活はなんで始
めたの？」

Ｂ　 「就活始めたのが，（３年生の）１月２月くらい
だったんですけど，それまでには特講＊１にも
ちゃんと出てたんですよ。」

̶̶「教採とかの？」
Ｂ　 「はい。でも，特講に来る人たちって，ガチじゃ

ないですか。別に自分がガチじゃないわけでは
なかったんですけど・・・，なんか周りの子達
との温度差をすごい感じて，うーん，なんか馴
染めなかった。で，特講行きたくないっていう
気持ちがだんだん強くなっていって・・・サボ
り始めました。」

̶̶「これだけやらないといけないの・・・みたい
な？」

Ｂ　 「いやもう，なんでこんなこと覚えなあかんの，
みたいな。」

　　 （中略）
̶̶「就活は何系に？」
Ｂ　 「あー，スポーツに関わる系で色々受けました。」
̶ 「̶そっか。で，教職はやめようと思わなかったの？」
Ｂ　 「はい，免許は取りたいんで・・・。大学に入っ

た理由が（教員）免許取得だったんで，それは
達成すべきかなと。親にも申し訳ないし，高い
学費払ってもらってるんで。」

　　 （中略）
̶̶「その頃，家族とは何か（将来について）話して

た？」
Ｂ　 「あー，教育実習で事前に帰った時，就活してるっ

て言いました。そしたら『あ，そうなんだ』み
たいには言うんですけど，『結局どうしたい
ん？』って（言われて）・・・。」

̶̶「で，どう思った？」
Ｂ　 「うーん，まだ実習始まってなかったんで，その

時は就職するっていう自分の思いを押し通そう
と思ってました。」

　Ｂは教職を志してＭ大学に入学し，教職ゼミにも
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̶̶「どうだった？」
Ｂ　 「いや，もう・・・嬉しかったですね。」
̶̶「教育実習に行って良かった？」
Ｂ　 「いやー良かったですね，本当に。他の人はどん

な感じだったかわからないですけど，先生と生
徒に恵まれすぎたなって思います。」

　Ｂは，指導教員と「結構仲が良かった」と語って
いる。また，生徒に対しては「とりあえず名前を覚
えること，部活動を見に行く，あと給食を一緒に食
べる」といった活動の中で，「みんな結構寄ってき
てくれる感じ」であったことを「嬉しかったです
ねー」と振り返った。「生徒と先生に恵まれすぎた
なって思います」という語りも，Ｂは良好な人間関
係の中で実習に取り組めていたことがうかがえる。
また，他の教員の授業参観について「指導，指示と
かポイントの説明が的確で・・・」「自分結構，実
践してる時に言いたいことがありすぎて・・・」「間
をとるとか，一回黙るとか，そういうのを結構学び
ましたね」と振り返っており，他教員の教授方法や
技術を自己と比較しながら学びに変えている様子が
うかがえる。３週目からの授業についても「どうし
たら生徒が飽きずに授業してくれるのかな」と試行
錯誤していた。その中で，上手くいかない自分に「生
徒に申し訳ないなぁ」と悔しさを感じながらも，指
導教員から「全然できてるよ」と言われたことで

「引っかかってたものが取れたって感じ」を抱いて
いる。このことから，自らの授業実践を評価しても
らえたことで，Ｂの中で自己効力感が生まれていた
ことが考えられる。

４．実習後の進路希望について

̶̶「実習を終えて１ヶ月くらい経つけど，今はどん
な感じなんですか？」

Ｂ　 「実習に行く前は，内定もらっているところが
あったんですけど，今は講師登録しようって思っ
ています。」

̶̶「変化した理由としては，何が大きかったのか
な？」

Ｂ　 「現場に立ってみて，現場を知ることができたか
らじゃないですかね。なんか・・・向いてないっ
て思ってたけど，現場に行ってみたら，難しさ
もあったけど，楽しさもあって。周りの先生に
も『向いてる』って言ってもらえて，自信がつ
いたっていうか・・・そんな感じです。」

̶̶「向いてるって気づいてなかったんだ？」
Ｂ　 「なんで向いてるかって聞いたら『打たれ強さが

ある』って言われました。自分じゃそう思って
なかったんですけど。」

　　 ていうのが多くて（笑）なんか実習で，間をと
るとか，一回黙るとか，そういうのを結構学び
ましたね。」

　　 （中略）
̶̶「生徒との絡みは？」
Ｂ　 「とりあえず名前を覚えること，部活動を見に行

く，あと給食一緒に食べる，とかですね。」
̶̶「部活は？」
Ｂ　 「野球部行ってましたね。」
　　 （中略）
̶̶「（生徒は）どうだった？１週目２週目。」
Ｂ　 「まぁ全校生徒も200名なんで，まぁみんな結

構・・・あ，あと１人しか実習生いなかったん
で，みんな結構寄ってきてくれる感じでした。」

̶̶「どんな感じで？」
Ｂ　 「『センセー，可愛い』みたいな（笑）めっちゃ

可愛い可愛いと言ってくれました。」
̶̶「その時の自分の感情は？」
Ｂ　 「嬉しかったですねー。」
̶̶「そうやって絡んできてくれるのが？」
Ｂ　 「はい。」
̶̶「男子も女子もだったの？」
Ｂ　 「あー，女子が結構多かったですね。」
　　 （中略）
̶̶「ちなみに，担当科目はなんだったの？」
Ｂ　 「あー，自分が授業したのは水泳，あと保健，あ

と道徳もしました。」
̶̶「（Ｂの実習簿を見ながら）まぁ，きっちり書い

てるよねぇ。」
Ｂ　 「はい，成績に入るんで。」
̶̶「ここにも書いてあるけど，３週目，４週目に近

づくにつれ，どんな変化があったのかな？」
Ｂ　 「授業をしないといけない頃になると，どうしよ

かなって。先生からは『オリジナリティを出し
て欲しい』って言われてて。何を学ばせたいと
か，どうしたら生徒が飽きずに授業を聞いてく
れるのかなーとか，泳ぐ距離は満足してくれる
かなーとか。色々悩み，指導案作って，実践し
て，って感じでした。」

̶̶「難しかった？」
Ｂ　 「難しかったですね。」
̶̶「その時のモチベーションはどうだった？」
Ｂ　 「いやー，授業が上手くいかなかったらめっちゃ

下がってたんですけど，先生も『先生も失敗す
るから大丈夫だよ』って言ってくれて。」

̶̶「下がってたのは，悔しさとか？」
Ｂ　 「なんか，生徒に申し訳ないなぁ，みたいなこと

を思いつつ『時間配分間違えたから，次はもっ
とこうしよう』とかやってました。」

̶̶ 「そういうプロセスの中で，徐々に先生らしく
なっていったのかな？」

Ｂ　 「なんか，そのことを指導教員に相談したんです
よ。そしたら『全然できてるよ』とか，『逆に教
えて欲しいわ』とか言われて。救われたってい
うか，引っかかってたものが取れたって感じで
した。」

　　 （中略）
̶̶「最終週はどうだった？」
Ｂ　 「お別れ会，サプライズで。花束もくれて，メッ

セージももらいました。」
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（self efficacy）を低下させてしまうリスクを有する
ことが示唆される。このことは，いずれの対象者も

「（実習に対しては）『やばい，やばい。』って思って
ました」（Ａ），「行きたくなかったです」（Ｂ）とい
うように，教育実習に対して不安を抱いていた語り
からも考えられる。

Ｂ．教育実習での経験が教職志望度を向上させた要因
１．教師像の明確化
　Ａは教育実習当初「なんて喋ったらいいやろう
なぁ」「なんて言ったらうまく伝わるんやろう」と
いうように，生徒とのコミュニケーションの取り方
に戸惑っていた。また，Ｂは大学での模擬授業にお
いて「先生らしさってなんだって考え始めて・・・」
というように，教師としての自分のあり方に悩んで
いた。須甲と四方田27は，「教師としての自己のあ
り方や役割，自身の力量形成についての考え方」を
教師観と定義し，全ての教師が有する信念であると
述べている。また，嘉数と岩田28は，保健体育教員
志望の学生を対象とした調査の結果から，教育実習
を経験した大学４年生と教育実習を経験していない
大学３，２，１年生では，体育授業観の具体性に差
があることを指摘している。これらのことを合わせ
ると，いずれの対象者も実習前には，教師としての
振る舞い，あるいは生徒との接し方など，明確な教
師像をイメージできていなかったと考えられる。
　その後，Ａは授業参観について「うーん・・・『自
分だったらこうするなー』っていう部分もありなが
ら，でも『こういう指導法もあるんや』みたいなの
もあって。色々考えながら見てました」と語ってお
り，他の教員の授業と自己の授業とを比較していた
様子がうかがえる。また，Ｂも授業参観について，

「指導，指示とかポイントの説明が的確で，端的で
短く，だらだらと話しせずに，ポイント抑えてきっ
ちりやってるなぁ」「・・・なんか実習で，間をと
るとか，一回黙るとか，そういうのを結構学びまし
たね」というように，Ａ同様の学びを経験している。
これらのことは，どちらの対象者も他者観察を通じ
て自らの体育授業観を研磨していたことを示してい
る。
　さらに，Ａは授業や合唱コンクールなどでの生徒
との関わり合いを通じて，「生徒の成長を間近で見
れる職業」という明確な教師像をイメージできるよ

　Ｂは，自らが教職志望へと変化した要因について
「現場に立ってみて，現場を知ることができたから」
と振り返っている。また「向いてる」や「打たれ強
さがある」という，教職を目指す上で背中を押して
もらえるような他者評価を受けたことも，実習後に
講師登録を希望した要因の一つであろう。

Ⅳ．総合的考察

Ａ．大学生活において教職志望度が低下した要因
　対象事例の２名の語りを，実習までの大学生活に
おける教職志望度に着目し検討してみる。Ａに関し
ては，大学入学前から入学後にかけてもソフトボー
ルに打ち込んできたが，怪我を転機に教職志望へと
変化していった点から考えると，教師になろうかど
うか「迷っていた段階」であったと捉えられる。一
方，Ｂに関しては，元々教職志望であり，大学進学
後も「まぁずっと教師になりたいっていう思いで教
職ゼミにも入ったんですけど」と語っていた点から
考えると，教師に「なりたいという段階」だったと
捉えられる。つまり，ＢはＡよりも教職志望度が高
かったと考えられる。その後の教職志望度の低下要
因を探ると，Ａは「Ｈ県の教採がすごい難しいって
言われてて」「あと，（ソフトボール部の）同期に，
教職１本の子が１人いて。（中略）教採受けるのっ
てこんなことするんや・・・とか，すごい，自分に
はできひんって思って。じゃあやっぱり無難に就活
かなって。」と語り，Ｂは模擬授業実践について「そ
の時は，マジで，『自分，（先生に）向いてないわ・・・』
みたいな。なんか実践すればするほど思い始めまし
たね。」，「なんか周りの子達との温度差をすごい感
じて，うーん，なんか馴染めなかった。で，特講行
きたくないっていう気持ちがだんだん強くなって
いって・・・サボり始めました」と語っていた。こ
れらの語りからは，いずれも教員という職業に対す
る否定的なイメージを抱いていたことは読み取れ
ず，むしろ教職志望である自己に対する否定的なイ
メージが生まれたことが読み取れる。西松26は，教
育実習前の教師効力感＊２について，女子学生の方
が男子学生よりも低いことを明らかにしているが，
その要因については言及していない。これらのこと
から，体育系学部の女子学生は，教職志望度の高さ
に関わらず，教員採用試験の実態の把握，模擬授業
実践，あるいは他者との比較によって，自己効力感
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を受けたことで，「やっぱ先生なろっかなー」と嬉
しさを感じていた。またＢは，指導教員より「全然
できてるよ」「逆に教えて欲しいわ」と言われたこ
とで，教職を目指す自分に対する迷いが取れてい
た。これらのことは，いずれも他者評価が教職志望
度の向上に影響を与えていたことを示している。桜
井30は，自己認知によって感じる教職への適性より
も，他者からの評価によって感じる教職への適性の
方が，個人の教師効力感を高める効果が高いことを
明らかにしている。また山口ほか31は，大学４年生
を対象とした調査において，教職志望度と他要因の
相関関係に着目し，「専門的知識・技術」よりも「自
己効力感」の方が相関が強いことを明らかにしてい
る。本研究の結果とこれらの指摘を合わせると，他
者評価は実習生の自己効力感に影響を与え，プラス
に作用した場合には教職志望度を向上させる要因と
なる可能性が示唆された。

Ｃ．本研究における教職志望度の変容プロセス
　本研究で対象とした２名の女子大学生のライフス
トーリーから得た知見を元に，体育系学部に所属す
る非教職志望の女子大学生が教職志望へと変容する
プロセスを図１に示した。対象者の特徴は，いずれ
もスポーツや体育が好きであったこと，小中高時代
に印象的な教員が存在していたことである。さら
に，いずれの対象者も教師を目指して大学生活を
送っていたが，他者との比較や教職科目での実践に
よって自己効力感が低下し，教職志望度が低下して

うになった。このことは，「教師になるってこうい
うことなんだ」という実習後の振り返りにも現れて
いる。また，Ｂも“教師らしさ”について実習中も悩
みを抱いていたが，指導教員に相談したことで「引っ
かかっていたものがとれた」というような感情へと
変化している。前田ほか29は，教職に抱く魅力であ
る教職魅力度について，教育実習で実際に授業を経
験したり，あるいはボランティア等の活動や参観に
参加したりすることで増すことも減じることもある
と指摘している。本研究の対象者については，いず
れも実習後に教職志望へと変化していることから
も，教育実習における生徒や教員との関わり合いや
授業実践に関する試行錯誤によって，教師像の明確
化が促がされ，教職魅力度が高められたと考えられ
る。すなわち，教師像の明確化は，教職志望度の変
容にとって影響を与えている要因であることが考え
られる。

２．他者評価による自己効力感の向上 
　Ａ，Ｂともに，実習前には自らが教職を目指すこ
とへの抵抗感を抱いていたが，実習における様々な
経験を通して教師像の明確化がなされていった。し
かしながら，教師が「どのような職業であるか」が
わかっても，教師を目指す自己に対するポジティブ
な感情，すなわち自己効力感が高まらなければ，教
職志望度の向上には繋がらない。Ａは，生徒から「ま
た授業やってや」と言われたり，「ここはこうした
ほうが良かったかも」など授業アンケートでの評価

図１　体育系学部に所属する非教職志望の女子大学生が教職志望へと変容するプロセス
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Ｂ．今後の課題
　本研究のように限られた事例から得られた知見
は，必ずしもどの対象者にも当てはまるわけではな
い。むしろ事例研究とは，「特定のトピックに関す
る研究の初期段階において有効な方法」33であるた
め，研究成果の蓄積によって理論モデルの一般化を
目指す上で希少価値の高いものである。また，少数
事例を対象とした研究であっても，読者が「目の前
の対象にも当てはまるかもしれない」と感じられる
ような転用可能性を持つ知が提示できれば，実践者
にとって有用な研究となる。今後は対象の幅を広げ
て研究を行うことが課題として挙げられる。すなわ
ち本研究ではスポーツや体育，あるいは教師に対し
て元々ポジティブなイメージを抱いていた学生を対
象としたが，小中高の自己形成過程において，スポー
ツや体育，あるいは教師に対してネガティブなイ
メージを抱いていた学生を対象に研究を行うこと，
本研究の対象者と同様の背景を有しながらも，教育
実習によって教職志望度が高まらなかった事例を対
象に研究を行うこと，などが考えられる。
＊１：特別講座の略称である。対象者の所属する大

学では，教職志望者が自由に参加できる形式
で，教員採用試験対策を中心とした特別講座が
開講されている。

＊２：子どもの学習に望ましい変化を与える能力に
関する信念のこと。
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いた。また，明確な教師像も持てていなかった。し
かし，教育実習によって教師像が明確化され，他者
評価によって自己効力感が高まったことから，実習
後にはどちらの対象者も教職志望へと変容してい
た。
　本研究で提示したライフストーリーにおいて非教
職志望から教職志望へと変容したのは，どちらの対
象者も，教職志望度が低下した要因が「教職に対す
る否定的なイメージ」ではなく「教職を目指す自分
に対する自己効力感の低下」であったこと，そして
指導教員や生徒との関わり合いや授業実践などの実
習経験を通して，「教師像の明確化」と「自己効力
感の向上」がなされたことが影響している。しかし，
荒井と辻河32が指摘するように，教育実習における
教職志望度の変化は，学生が実習までにどのように
自己形成してきたかが影響している。すなわち，教
育実習生のうち，本研究の対象者のような過程で非
教職志望になってしまった学生は，教育実習で教職
志望度が向上する可能性が示唆されるが，非教職志
望である理由が「教師という職業に興味や関心がな
くなった」学生や，「他に目指したい職業が見つかっ
た」学生の場合，必ずしも教育実習によって教職志
望度が向上するわけではないため，本研究で得られ
た知見が当てはまらない可能性も考えられる。

Ⅴ．結論

Ａ．まとめ
　本研究では，体育系学部において教育実習を経験
した２名の女子大学生を対象事例に，教育実習を通
して非教職志望が教職志望へと変容するプロセスに
ついて，個別性を踏まえながら検討した結果，以下
の知見が得られた。
１．教職に対して肯定的なイメージを持っている学

生の場合，大学生活における自己効力感の低下
によって非教職へと変化してしまったとして
も，教育実習で様々な経験を積むことによっ
て，もう一度教職志望へと変化する可能性があ
る。

２．教育実習における他者との良好な関わり合いや
授業実践などの経験は，実習生の教師像の明確
化を促し，自己効力感を高めることができ，実
習生の教職志望度を向上させる要因となる。
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令和元年度　武庫川女子大学 健康運動科学研究所シンポジウム プログラム

膝靭帯損傷の予防と治療

13：00～　　開会挨拶
山﨑　彰　　（武庫川女子大学 健康・スポーツ科学部 学部長）

13：05～　　膝靭帯損傷の治療
演者：中田　研（大阪大学大学院 医学系研究科 スポーツ医学 教授）

座長：松尾　善美（武庫川女子大学 健康運動科学研究所 所長）

13：35～　　ケガの直前、選手は何を思っていたか？
　　　　　　競技の認知行動からみた膝前十字靭帯損傷のメカニズム

演者：小笠原一生（大阪大学大学院 医学系研究科 運動制御学教室 助教）

座長：安田　良子（武庫川女子大学 健康運動科学研究所）

14：10～　　膝靱帯損傷のリハビリテーション -スポーツ復帰までの留意点-
演者：木村　佳記（大阪大学 医学部附属病院 リハビリテーション科）

座長：安田　良子（武庫川女子大学 健康運動科学研究所）

14：25～　　膝靭帯損傷に対する再発予防のためのリコンディショニング
　　　　　　―アスレティックトレーナーの立場から―

演者：安田　良子（武庫川女子大学 健康運動科学研究所 研究員）

座長：松尾　善美（武庫川女子大学 健康運動科学研究所 所長）

　　　　　　パネルディスカッション

15：00　　  閉会挨拶
坂井　和明（武庫川女子大学 スポーツセンター センター長）

健康・スポーツ科学（2020）10（１），23～47

【シンポジウム】
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24 令和元年度　武庫川女子大学 健康運動科学研究所シンポジウム プログラム

膝靭帯損傷の治療

大阪大学大学院医学系研究科
スポーツ医学
中田　　研

ヒトは起立して二本の脚で歩行、運動できる唯一
の直立二足動物である。頭や上肢、体幹の荷重は脊
椎から骨盤を通して股関節、膝関節、足関節から足
へとかかり、歩行や運動は地面からの反力を得て可
能になる。荷重関節として下肢の股関節や膝関節、
足関節はよく動くことと、安定して荷重や地面から
の反力を伝える機能が重要であるが、足関節や股関
節に比べて膝関節では骨性適合性が少ないために関
節安定性は靭帯や半月板に依存し、そのために、運
動での着地や減速や停止、切り返しや方向転換の
カット動作にて膝関節の靭帯や半月板に過大な力が
かかり損傷を受ける頻度は高い。

膝関節靭帯には大きく分けて関節外靭帯である内
側側副靭帯、外側側副靭帯と、関節内靭帯として前
十字靭帯（以下ACL）、後十字靭帯がある。スポー
ツ外傷でも損傷の頻度の高いのは内側側副靭帯、前
十字靭帯損傷であり、関節内靭帯であるACL損傷や
２つ以上の靭帯断裂である複合靭帯損傷では手術治
療を要する。

ACL損傷には、ラグビーやサッカーのタックルの
ように他人が膝に衝突したり、柔道やレスリングな
ど膝に他人がのしかかるような状況で膝に直逹外力
が加わって断裂する接触型損傷と、バスケットやバ
レーボール、ハンドボールなどでのストップ動作や
切り返しの動作で、自分の体重や運動の慣性力、自
己筋力などにより膝を捻ることにより断裂する非接
触型損傷がある。膝が内側に入る動作での膝外反や
下腿や足部の内旋が非接触型ACL損傷のリスクで
ある。女子でのハンドボール、バスケットボール、
バレーボール、バドミントン、体操、サッカーなど
での非接触型ACL損傷の多くが、着地、減速、停止、
方向転換などでの膝関節外反内旋ストレスによって
生じる。

ACL断裂に対する手術治療は、自家腱（ハムスト
リングス腱や膝蓋腱など）を大腿骨と脛骨のACL付
着部に骨にトンネルを作成して、引き込んで張力を

与えて腱を固定するACL靭帯再建術である。術後は
数週間から数ヶ月にて骨トンネルと移植腱が固着し
て靭帯として機能する。リハビリでは、膝関節周囲
筋力や可動域、バランス能力などの評価と訓練がス
ポーツ復帰に重要であり、これらの訓練を通して、
スポーツ選手や指導者が再受傷の予防への取組みを
行うことが重要である。
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25令和元年度　武庫川女子大学 健康運動科学研究所シンポジウム プログラム

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

四本足動物からヒト (二足歩行)へ

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

•
•
•
•
•

•
•
•

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 
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Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

•
•
•

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

自己筋力の脛骨前方引出しによるACL損傷

正常ACL 術後移植腱

大腿四頭筋の
収縮
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Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. (中田研，膝関節外科の要点と盲点 文光堂 2005) Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. (中田研，膝関節外科の要点と盲点 文光堂 2005) Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

ACL損傷の受傷スポーツ種目

2004-2007 509膝

1996-1999 537膝 2000-2003 565膝
(20.3%
)

(7.6%)

(12.7 %)

(7.3%)

(16.6%
)

(7.3%)

(26.4%
)

(2.8%) (4.4%)

(14.3%)

(3.5%)

(11.2%)

(19.1%)

中田 研，金本隆司，臨床スポーツ 2008 Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

ニーブレース FX
(アルケア)

ニーブレース(DONJOY)
(日本シグマックス)

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

ACL INJURY RATE
Sport Level Incidence ACL Tear Exposures

Basketball collegiate 0.17 2,694 15,420,034

Soccer collegiate 0.21 2,412 11,754,568
Handball athletes 0.33 28 84,690
Rugby collegiate 0.22 7 31,263
Alpine skiing employees 0.03 50 1,923,332

Alpine skiing General population 0.49 3,063 6,191,041

Incidences are expressed as ACL tears per 1000 exposures hour 

Free skiing athletes 14.00 7 510
this study

Incidences are expressed as ACL tears per 1000 skier days

(Prodromos CC, Arthroscopy, 2007)

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

腱の移植
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Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

AMB PLB

PCL

時間が経つと
断裂ACLは吸収され消失する

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Single bundle 1 tibial, 2 femoral 2 tibial, 2 femoral

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

AMB

PLB

AMB
ALB

AMB ALB

PLB

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

種目別復帰率

74/117スポーツ外傷

19/28
19/28
6/12
6/11
3/8
7/7
4/5
1/2
1/1

バスケットボール
スキー
バレーボール
サッカー
ラグビー
柔道
アメリカンフットボール
野球
ハンドボール

68%
68%
50%
55%
38%
100%
80%
50%
100%

63%

（山田裕三，中田研ほか 日本中部制裁外科雑誌2008)

（競技スポーツレベル）
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29令和元年度　武庫川女子大学 健康運動科学研究所シンポジウム プログラム

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

術後の再断裂

6例 (2.5%)

(240例中)

バスケットボール 2例
ラグビー，スキー，サッカー，
ハンドボール 各１例

（田中美成，中田研ほか 日本整形外科学会誌2008)

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

術後リハビリテーション
1週後
3週後
5週後
4ヶ月後
6ヶ月後
7〜8ヶ月後

可動域訓練
部分荷重
全荷重
ジョギング許可
ジャンプ許可
スポーツ復帰

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

ACL再建・半月縫合手術

自家腱移植

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

アスレティックリハ

メディカルリハ

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

スポーツ復帰に向けた連続的な指導と訓練
手術室 グラウンド,体育館

フィールド外来診察室病室/リハ室

Isometric
患部外

Isokinetic
Isotonic
可動域

ウエイト
ストレッチ
バランス

ステップ
ジャンプ
ジョグ
カット

CKC/OKC
エルゴ
スクワット

アジリティー
シャドー
種目別

受傷 ADL復帰 スポーツ復帰

Isometric
①

ストレッチ② ジャンプ
バランス
③

スポーツ医

PT
AT

早期 (保護期) 中期 (回復期) 後期 (復帰期)

2) 安全で効果的なリハビリ
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Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 4
1

25

8
9

21
-3    -2      -1       0       1      2      3

30

20

10

0

98%

Side-to-side difference (mm)

0.1±0.9mm

Mae T, Nakata K, et al.  Arthroscopy 2011

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

45

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

(Nakata K. Shino K. et al. Arthroscopy 2008)

若く，活動性の高い61例 (20.9 y-o)

OA (XP)

26%

87%

半月温存

半月切除
鏡視下 新鮮凍結allograftを用いた術後10-14 (11.5)年

92%

術後１２年前方動揺性（患健差）

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

HCP

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

(n=116) (n=248) (n=77) (n=68) (n=116) (n=248) (n=77) (n=68)

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

学術と産業協働による科学技術進歩 → 健康の向上へ貢献

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 
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Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Health

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

翀

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

Medicine for Sports and Performing Arts, Osaka Univ. 

“ ”

➢
➢
➢
➢
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ケガの直前、選手は何を思っていたか？
競技の認知行動からみた膝前十字靭帯損傷のメカニズム

大阪大学大学院医学系研究科
運動制御学教室

小笠原一生

当研究室ではこれまで、前十字靭帯（ACL）損傷
についてバイオメカニクス的観点から発生メカニズ
ムを理解するための研究を行ってきました。しかし
いくらACL損傷のバイオメカニクスが解明された
としても、スポーツの中で起きる個々のACL損傷を
抜本的に減らすことは難しいと気付かされます。そ
の理由は、バイオメカニクス以外にも理解を深めな
ければならない要素が非常に多くあるためです。当
然ながらこれまでもACL損傷につながるバイオメ
カニクス以外の要因は、内的因子、外的因子とカテ
ゴライズされて報告されてきました。しかしなが
ら、それらの因子がどのように連携して、最終的に
膝に危険なバイオメカニクスを作用させたかといっ
た観点ではまったく研究が進んでいません。

近年、当研究室が注目しているのは、ACL損傷直
前の選手の行動です。なぜその選手は、その瞬間に、
膝の力学的負担を高めてしまう動作をしてしまった
のか、なぜ、そのような危険な動作に繋がりうる行
動を選択してしまったのか？バイオメカニクスの背
景にある行動学的、心理学的要素を含めた、シナリ
オとしてのACL損傷の成り立ちを理解すること
で、従来までにわかっている多様な因子間の繋がり
が見えてきます。このような観点からACL損傷を眺
めてみると、個々のACL損傷にはタイプの異なる要
素がいく層にも重なるリスク構造が存在することが
分かってきました。本講演では、ACL損傷のメカニ
ズムとリスク因子の階層的理解に基づく新たな視点
でのリスク予測・予防戦略について議論します。
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Ogasawara Lab
Computational Neuroscience for Motor Dynamics

Osaka University
Graduate School of Medicine

Dept. of Health and Sports Sciences
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これだけは止めて！！
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武庫女アスリートのご活躍を祈念します！

Ogasawara Lab
Computational Neuroscience for Motor Dynamics

Osaka University
Graduate School of Medicine

Dept. of Health and Sports Sciences
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靱帯は関節を安定させる組織であり、その損傷は
関節の不安定性を生じるため治療を必要とする。保
存療法、手術療法のいずれも靱帯の治癒には一定の
期間を要し、その間は靱帯の力学的強度も低下して
いる。このため、早すぎる競技復帰や強すぎる運動
負荷は、治癒を遅延させるばかりか、関節の不安定
性を残存させ、さらには再損傷の誘因となる。一方
で、靱帯の治癒を待つ間に実施すべきアイシング、
モビリゼーションやストレッチなどの膝関節のケア
や、安全性を確保しながら行う膝周囲筋のトレーニ
ングが不足すると、膝関節の拘縮や疼痛および筋萎
縮などを生じ、競技復帰が著しく遅延する。また、
高確率に生じる再損傷を回避するには、受傷前より
も高い姿勢制御能力や衝撃制御能力を身につける必
要がある。靱帯損傷を被った選手が安全に最短期間
で競技復帰を果たすには、スポーツ医学に基づく医
師の指示を遵守し、理学療法士およびトレーナーの
サポートを受け、過不足なく膝のケアとトレーニン
グを実施することが重要である。

リハビリテーションの初期（回復期）は、適宜ア
イシングを行って膝関節の炎症を鎮静化しつつ、膝
蓋骨やその周辺軟部組織のマッサージにより拘縮を
予防する。膝関節の深屈曲が制限されている期間
は、姿勢を工夫したストレッチを用いて筋・筋膜の
柔軟性を改善する（図１）。また、スクワットのよ
うな膝関節を屈伸するトレーニングに先立って、
half sitting姿勢で膝関節を固定して行うトレーニン
グを用い、安全に筋力を回復する（図2）。

トレーニング期は、片脚スクワットにおける不良
姿勢を改善させ、さらに膝関節での衝撃吸収に特化
したmodified drop squat（図３）を獲得した後、下
肢全体で衝撃を吸収するランニングやジャンプ着地
を開始する。次に、安全な姿勢制御と衝撃吸収機能
を基盤として、競技力に直結するスプリントやカッ
ティングなど、強い衝撃を利用する運動能力を獲得
する。このように、再損傷の予防と高い競技力の発
揮を両立しながらスポーツ復帰へと繋げることが重
要である。

膝靭帯損傷のリハビリテーション
－スポーツ復帰までの留意点－

大阪大学医学部附属病院
リハビリテーション科

木村　佳記

図3. modified drop squat図2. half sitting exercise図1. 大腿四頭筋のストレッチ
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膝靱帯損傷のリハビリテーション
スポーツ復帰までの留意点

-理学療法士の立場から-

木村 佳記 PT, PhD.
大阪大学医学部附属病院

膝前十字靱帯の再損傷率

23% Bourke HE, et al AJSM 2012

Paterno MV, et al AJSM 2012初回損傷の15倍

靱帯損傷のリハビリテーションの原則

①安全に身体機能を回復させる

②再損傷を予防する

怪我をしない身体機能の獲得

高いパフォーマンスの獲得

安全な方法を用いる

課題達成型のステップアップ

競技復帰までの留意点

■靱帯を損傷した膝関節

治癒するまで不安定

■靱帯再建術後の膝関節

治癒に長期間必要

急がない、焦らないことが大切

6~9ヵ月
Shino, Arthroscopy, 2005,2008

リハビリテーションの段階
（前十字靱帯再建術後）

回復期
炎症を抑制して可動性・柔軟性を回復

トレーニング前期
筋力を回復して片脚支持能力を獲得

トレーニング後期
姿勢制御・衝撃制御能力を高める

メディカル
リハ

アスレティック
リハ

復帰期
競技練習・試合復帰

0～2か月

2～4か月

4～6か月

6か月～

留意点：オーバーワーク

時期 原因 トラブル

回復期
体重のかけ過ぎ
膝の動かし過ぎ

活動過多

膝の炎症
膝の不安定性

トレーニング期 トレーニング過多
（頻度、回数、負荷量）

膝の炎症
膝の不安定性

オーバーユース障害

復帰期 早すぎる復帰 再損傷

膝の炎症
膝の不安定性

オーバーユース障害

留意点：トレーニング不足

時期 原因 トラブル

回復期
アイシングの不足
膝のケア不足
筋収縮練習不足

炎症が続く
膝が硬くなる
筋肉が痩せる

トレーニング期 トレーニング不足
（頻度、回数、負荷量） 筋力回復不全

復帰期
不良姿勢の残存
衝撃吸収機能不全
パフォーマンス不全

パフォーマンス低下
再損傷

大腿四頭筋の筋萎縮

膝関節外傷、障害および手術後に萎縮しやすい
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回復期のポイント

• 冷却で炎症を防ぐ

• 医師の指示を守る

• 動かすべき部分は動かす

• 安全な方法で筋力強化

膝の曲げ過ぎを回避する方法

①
②

②
①

木村佳記、小柳磨毅 他：日本整形外科超音波学会誌 2017,2018, 2019

反対側の股関節を深く曲げて骨盤を固定する

特に遠位（膝に近い方）が伸張される 特に近位（股関節に近い方）が伸張される

トレーニング期のポイント

• 安全な方法で筋力強化

• 不良な動作姿勢の改善

• 衝撃制御機能の改善

多田周平、木村佳記 他：理学療法学2019

両脚スクワットに比べて
膝関節の負担が小さく、
大腿四頭筋の活動が大きい

Forward half sitting exercise

前十字靱帯再建術後リハの
従来のプログラムに比較して
膝伸展筋力回復を加速する

木村佳記、前達雄 他 日本臨床スポーツ医学学術集会 2017

術後3ヵ月での等尺性膝伸展筋力患健比
従来群68%→half sitting群94%

リハビリテーションの実際
Key words

１）柔軟性

２）安全な筋トレ

３）良い動作姿勢

４）衝撃のコントロール

Backward half sitting exercise

両脚スクワットに比べて

小さな荷重量（約35%BW）で

内側広筋の活動が高まる

瀬戸菜津美、木村佳記 他：臨床バイオメカニクス2018

瀬戸菜津美、木村佳記 他：スポーツ傷害フォーラム2020

荷重量の増加（約42%BW）で

内側広筋と大腿直筋の活動が

顕著に高まる

従来の大腿四頭筋ストレッチ

膝を深く曲げなければストレッチできない 両脚良姿勢 片脚良姿勢 代償・不良姿勢

良い片脚支持姿勢の練習法

木村佳記、小柳磨毅：半月板単独損傷（縫合術後）、スポーツ理学療法プラクティス、片寄正樹他（編）文光堂 2017

代償・不良姿勢

足を揃えて
母趾球荷重

体幹骨盤は
動かさない
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Modified drop squat (MDS)

ジョギングの前段階の
トレーニングとして最適

ジョギングにおける
膝関節の衝撃吸収特性と類似
力学的負荷は小さい

近藤さや花、木村佳記 他：臨床バイオメカニクス 2016
木村佳記、前達雄 他：日本臨床スポーツ医学学術集会2018

MDSの膝屈伸が遅いと
ジョギングで膝が曲がりにくい

Modified drop squat (MDS) jogging

Single-leg drop-jump landing(SDL) test

衝撃の評価項目

・床反力垂直成分最大値（Fzmax）

・衝撃率：Fzmax/Fzmax time 

姿勢動揺の評価項目

・着地後の足圧中心軌跡長

0
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300

400

500

time（ms）

Fz
/B
W
(%

)

10050

Fzmax（Av 380%BW）

Fzmax time(Av 66ms)

木村佳記、小笠原一生、杉山恭二、中田研：臨床スポーツ医学 2019
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長
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着地瞬間の衝撃と動揺の関係

r＝0.67

動揺大

衝撃大

衝撃の小さい着地
動揺が小さい

衝撃の強い着地
動揺が大きい

木村佳記、中田研 他：関西臨床スポーツ医科学研究会2013

前足部機能を高めるジャンプ着地

トレーニングによる衝撃の変化

0
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0
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3000

2600N   442%BW 

1611N   274%BW 

58ms 118ms

トレーニング前 トレーニング後

競技復帰までのステップ

①柔軟性、基礎的な筋力（安全性を確保して）

②片脚スクワット（良い動作姿勢）

③modified drop squat（膝での衝撃吸収）

④ランニング（左右差を小さく）

⑤片脚ジャンプ着地（動揺の小さい着地）

⑥衝撃を利用した動き（パフォーマンスupへ）

→競技動作へ
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アスレティックトレーナーとして、競技者にリコ
ンディショニングを行う際には、①可能な限り早期
にスポーツ活動を再開させること、②外傷の後遺症
を発生・残存させないこと、③傷害発生要因を分析
し、競技復帰後の再発や外傷発生リスクを最小限に
すること、④受傷前よりも高い身体レベルでスポー
ツ活動を再開させることが必要である。傷害を負っ
た競技者に指導する上で、特に重要なことは、「再
発予防」である。再発予防策を講じる際には、傷害
発生のメカニズムやリスク要因を詳細に分析し、受
傷時の発生要因をできる限り明確に解明する必要が
ある。そして、長期離脱を余儀なくされる膝靭帯損
傷においては、医科学的、教育的、社会的側面を含
めた幅広い考えの下、多面的にスポーツ選手を指導
する必要がある。

スポーツ傷害の発生に影響するリスク要因には、
内的要因、外的要因がある。内的要因には、性別や
年齢等の基礎的要因、姿勢やアライメント等の構造
的要因、柔軟性や関節可動域、筋力・筋持久力、競
技スキル等の機能的要因、性格等の心理的要因が挙
げられる。外的要因には、天候や気温、用具やサー
フェイス状態等の環境要因、ポジションや接触の有
無、対戦相手やチームメイトのレベル、コーチング、
ルール等の競技的要因がある。スポーツ傷害は、こ
れらのリスク要因に複雑な事象が付加され、身体に
力学的負荷がかかり発症する。近年では、スポーツ
医科学の発展に伴い、膝靭帯損傷のメカニズムや予
防に関する研究成果が多数報告されている。競技者
への指導を行う際には、これらの研究成果を基に、
リコンディショニングプログラムを立案し、それら
が発生要因を改善し得る内容か、再発予防に繋がっ
ているか、科学的根拠に基づいているか確認しなけ
ればならない。また、再発予防のためには、競技者
やコーチングスタッフの理解を促し、競技者自身が
自己管理できるよう教育的指導を行う必要がある。

実際の指導は、①膝関節や周囲の機能回復・改
善、②患部以外の身体機能の回復・改善、③体力お
よび運動能力の回復・改善、④競技動作の獲得、⑤
再発予防に関する動作の獲得、⑥再発に対する恐怖
心の除去等を目的として行う。アスレティックト
レーナーは、これらの内容を患部の状態を適宜評価
しながら、各種エクササイズ等を通じて、競技復帰
までサポートする。今回のシンポジウムでは、自身
で得た経験知・実践知に加え、最新の科学的知見も
盛り込みながら、実際に行ってきたサポート内容に
ついて紹介する。

膝靭帯損傷に対する再発予防のためのリコンディショニング
―アスレティックトレーナーの立場から―

武庫川女子大学
健康運動科学研究所

安田　良子
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膝靭帯損傷に対する再発予防のための
リコンディショニング

～アスレティックトレーナーの立場から～

武庫川女子大学 健康・スポーツ科学部講師
健康運動科学研究所研究員
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー

安田 良子

2019年12月21日(土)
健康運動科学研究所シンポジウム

「膝靭帯損傷の予防と治療」
＠武庫川女子大学MMホール

本日の内容

1. 膝靭帯損傷とケガの仕方

2. 膝靭帯損傷の再発予防のためには？

3. リコンディショニングの実際

• 患部および患部外の機能回復、改善
• 競技に必要な体力・運動能力の回復
• 受傷要因の明確化と再受傷予防のための回避能力の獲得（受傷に対する恐怖心の除去）
• 自己管理能力向上のための選手教育 （公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト⑦アスレティックリハビリテーションより引用改変）

ケガ発生後の流れとATの仕事

ケガの予防・再発予防、日々のコンディショニング
パフォーマンス向上、選手教育

競技復帰の
ための

リコンディ
ショニング診断 手術

復帰ケガ 向上

日常生活への
機能回復

応急処置
救急処置

(付き添い・確認)

1. 膝靭帯損傷とケガの仕方
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その他の傷害

膝関節傷害

女性アスリートの学生期における膝関節傷害の割合

（武庫川女子大学安田研究室調べ,2019）

(件)

n=204

全スポーツ傷害の
約15％が膝関節傷害！

女性アスリートの学生期における膝靭帯損傷の割合

（武庫川女子大学安田研究室調べ,2019）

n=204
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靭帯損傷

(捻挫含)

半月板 ⾻折 ジャンパー膝 擦り傷 オスグッド病 ⾻膜炎 打撲 神経挫傷 疲労⾻折 ⾁離れ その他

(件)

（武庫川女子大学安田研究室調べ,2019）

膝靭帯損傷のケガの仕方

• ジャンプでの着地動作、
ディフェンス時に多い

• ACL損傷の70％は非接触型損傷
(Griffin LY et al,2006)

• 片足着地が繰り返される種目
(Arendt E et al,1995)

35%

59%

6%

接触損傷（他選⼿）
⾮接触損傷
ルール違反

膝関節前十字靭帯(ACL)損傷の再受傷について

• 再建手術から2年半以内に約20％の

選手が2回目を経験

• 同側再損傷の場合と逆側損傷の場合があるが

発生確率に差はない
(Wright RW et al,2007.Shelbourne KD et al,2009.) （武庫川女子大学学生よりご提供）
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2. 膝靭帯損傷の再発予防のためには？

どの要因が再発リスクとして
影響しているか検討

傷害発生のメカニズムやリスクファクターの明確化

素因を持つ選⼿ 障害を受けやすい選⼿

＜内的要因＞
【基礎的要因】
• 年齢
• ホルモン、遺伝子
【構造的要因】
• 身体組成
• 解剖学的要素(アライメント)
【機能的要因】
• 身体的フィットネス
• 技術レベル(動作の特徴)
【心理的要因】
• 性格など

＜外的要因＞
【環境要因】
• 天候、気温、湿度
• 用具、防具
• 地面の状態
【競技的要因】
• ポジション
• 接触の有無
• 自他の競技レベル
• コーチング
• ルール

＜誘発事象＞
• プレー状況
• 味方選⼿/相⼿選⼿
• 全身への力学的負荷
• 関節への力学的負荷

ケガのリスクとなる要因 メカニズム

傷害

(スポーツ現場の傷害調査、スポーツ外傷・障害の発生要因より引用改変)

傷害予防を行うための基本的概念

第１段階
傷害の現状と特徴を明らかにする

✓ 傷害発生率や重症度を調査

第２段階
傷害発生のメカニズムや
リスクファクターを解明

第３段階
リスクファクターに対する
予防プログラムを考案・介入

第４段階
介入効果の検証

(van Mechelen et al , 1987)
(Bahr et al , 2006)

ACL損傷時の動作

膝関節外反角は
大きい

（Boden BP. et al. 2009.他)

体幹損傷側の
側屈角が大きい

(Hewett TE. et al.2009他)

下腿の回旋
（外旋or内旋位）

が見られる
（Olsen OE. et al. 2004）

flatもしくは踵
（Boden BP. et al. 2009.)

足関節背屈角が
⼩さい

（Boden BP. et al. 2009.)

股関節屈曲角が
大きい

（Boden BP. et al. 2009.)

膝関節屈曲角が⼩さい
膝伸展位に近い

(Boden BP. et al,2010 ,Olsen OE. et al. 2004他)

ACL損傷を防ぐためには？

中臀筋と
外旋筋筋力が体重の

35.4％-20.3％以下
(Khayambashi K. et al,2016)

大臀筋・中臀筋と
内転筋群の同時収縮比率が

膝外反角と相関
(Mauntel TC. et al,2013他)

足関節の背屈制限は
膝外反角を増加

(Bell DR. et al,2008他)

体幹側屈・回旋が増加する
と膝外反モーメント増加

(Frank B. et al,2013他)

ジャンプ着地時に
下肢関節の屈曲角が

⼩さい
(Markolf KL. et al,1990他)

女性の場合
リラキシンがACLに作用、

関節弛緩性に影響
(能勢さやか他,2018)

体幹部・下肢の連動

股関節周囲筋機能の向上

足関節柔軟性の向上

動的な下肢3関節の連動

女性に特化した対策

再発予防の際には、
怖さの除去も考える！＋

3. リコンディショニングの実際

ACL再建術後スポーツ復帰までの過程例

（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト⑦引用）

トレーニング スポーツ関連動作

術直後 大腿四頭筋セッティング、逆SLR

痛みが軽減 レッグカール（SLR）

膝屈曲90度獲得 レッグエクステンション
（近位チューブ法、二重チューブ法）

部分荷重許可 レッグプレス、ヒップリフト プールトレーニング
膝屈曲120度獲得 自転車エルゴメーター

全荷重許可 ハーフスクワット→フォワードランジ

knee-inの制動可 協調性（バランス）トレーニング KBW、ツィスティング
術後３ヶ月 サイドランジ ジョギング→ランニング

サイドKBW、後ろKBW、バックラン

ツィスティングターン→サイドステップ、クロスオーバーステップ

跳躍動作

術後６ヶ月 練習部分参加

術後９ヶ月 完全復帰

リコンディショニングの際に大切なこと

✓ ケガした姿勢を矯正するエクササイズを立案し、強化する。

✓ 各エクササイズの段階を細かく設定し、選手の恐怖心やエラー動作が

出る段階を確認する。

✓ 何ができていないかを徹底的に身体で体感してもらい、理解させる。

✓ 指導者もケガした原因、再発リスクについて理解してもらう。

✓ 最終的に受傷時と同じ場面を自信を持って、できるまで復帰しない。
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下肢筋力トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例

両足
ハーフ

スクワット

両足
スクワット

片足一歩前
ハーフ

スクワット
スプリット
スクワット

フォワード
ランジ

バックワード
ランジ

フロント
アーム

スクワット

オーバー
ヘッド

スクワット

フロント
アーム

オーバー
ヘッド

ブルガリアン
スクワット

自身の身体を負荷なしで
コントロール可能になれば

ウェイトを持ち、負荷を漸増する

低 高

協調性(バランス)トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例
低 高

両足足踏み 片足立ち 両足
ハーフスクワット 両足スクワット 片足一歩前

ハーフスクワット

スプリット
スクワットパッド後 フォワードランジ

パッド前
バックワード

ランジ
ブルガリアン
スクワット

スプリット
スクワットパッド前

高
フォワードランジ

パッド後

協調性(バランス)トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例

両足前方
ジャンプオフ→オン

両足〜片足前方
ジャンプオフ→オン

高
片足前方

ジャンプオフ→オン
両足〜両足側方

ジャンプオフ→オン

両足〜片足側方
ジャンプオフ→オン

高

両足回転
ジャンプオフ→オン

両足〜片足回転
ジャンプオフ→オン

片足〜片足側方
ジャンプオフ→オン

片足〜片足回転
ジャンプオフ→オン

競技動作(ジャンプ編)トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例
低 高

両足その場
両足

ジャンプオン→オフ
両足その場

（接地時間短）

両足〜片足
ジャンプオン→オフ

両足回転
ジャンプオン→オフ

ジャンプオン・
オフの繰り返し

両足その場
（より⾼く）

両足〜両足側方
ジャンプオン→オフ

片足その場
（接地時間短）

片足〜片足
ジャンプオン→オフ

片足その場
（より⾼く）

高

競技動作(ジャンプ編)トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例

高

両足〜片足側方
ジャンプオン（足を変える）→オフ

両足〜片足回転
ジャンプオン→オフ

片足〜片足回転
ジャンプオン→オフ

競技動作に
つなげる

台の高さを徐々に高くし、
同様のことが行えるか

確認する

競技動作(ステップ編)トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例
低 高

back KBWKBW

ツィスティング ニーリフト

side KBW side step

front＆back KBW jog〜front stop back〜back stop 前後走

jog〜open cutting
（鈍角）

ツィストステップ
jog〜close cutting

（鈍角）

ツィスト
クロスオーバーステップ

競技動作(ステップ編)トレーニングの段階的な負荷・強度の上げ方例

jog〜open cutting
（鈍角）屋外競技

jog〜close cutting
（鈍角）屋外競技

切り返す
角度を
鋭角に

ジグザグ走
open→close cutting

cut＆turn＆dash&stop
（競技動作/受傷動作へ近づける）

ジグザグ走＋競技動作

コンタクト動作を入れる
（競技動作/受傷動作へ近づける）

jog〜turn dash〜turn

高

高

4. まとめ
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競技復帰までの再発予防のためのリコンディショニングでは…

【環境要因】

＜誘発事象＞【構造的要因】
【機能的要因】
【心理的要因】

【競技的要因】

傷害のリスクファクター メカニズム

＋

競技復帰

もうわたしは
大丈夫！

自分のケガも
私の身体も
理解した！

ケガ発生

なんで
私がケガ
したんや？

• 膝靭帯損傷時の状況を分析する。
• 損傷リスクを理解し、エクササイズに活用する。
• 段階を細かく設定し、選⼿の恐怖心、エラー動作が
出る段階を確認する。

• 選⼿、指導者、チーム関係者への理解を促す。
• 選⼿自身が自信を持って競技復帰できるようにする。

膝靭帯損傷に対する再発予防のためには？？
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Ⅰ．背景

　従来より有酸素運動は，固定負荷運動（持続性）による方法が採用されていた。このような中，韓ら１は間
欠的な有酸素運動における運動中および運動後の酸素摂取動態について検討したところ，休息時間を挟みなが
ら間欠的に有酸素運動を行っても，運動強度と運動時間の合計が同一であれば，連続的に運動した場合と同等
の酸素摂取量とエネルギー消費量が得られることを報告した。また高強度運動後のクーリングダウンに関する
研究では２，固定負荷運動に加えて漸減負荷運動の条件を設定している。この目的は過剰に蓄積された血中乳
酸を消失させるためには少しずつ負荷を下げ，筋収縮の程度を軽減することで筋中からの乳酸産生を抑制させ
ることがねらいと考えられる。この様に運動様式としては目的に応じて固定運動だけではなく，間欠運動や漸
減あるいは漸増負荷運動という運動様式についての生理的反応を検討することも考えに入れることは必要と思
われる。

Ⅱ．目的

　本研究では脂質代謝亢進のための運動処方の探求を目的とし，異なる運動様式が脂質代謝に及ぼす影響につ
いて，運動習慣の違いも含めて検討することを目的とした。

Ⅲ．研究方法

１．本研究では運動制限がない女性を対象に，運動群（９名）と非運動群（６名）の２群を設定した。
２．安静及び運動中の心拍数とガス交換パラメーターの測定
１）心拍数の測定心拍数は，受信機に日本光電製のLife Scopeヘッドサイドモニタを，送信機に同社製の

ZS-910Pを用いて１分毎に測定した。
２）ガス交換パラメーターの測定

　ガス交換パラメーター（V
4

O2，V
4

CO2，V
4

E，V
4

E/V
4

O2，V
4

E/V
4

CO2，R）は，ミナト医科学の肺運動負荷モニ
タリングシステムエアロモニタAE-310Sを用いて１分毎に測定した。
３．運動中の主観的運動強度（rating of perceived exertion : RPE）の測定
　RPEは１分毎に対象者に直接聞き取りを行って記録した。
４．トレッドミルによる多段階漸増運動負荷試験
　対象者に十分な安静を保たせた後，トレッドミル上で80m/minのスピードで３分間のウォーミングアップを
実施させた。その後本試験では開始走行スピードを100m/minに設定し，以後スピードを１分ごとに10mずつ
漸増させ，対象者が疲労困憊に至るまで運動を継続させた。本研究ではその間のventilation threshold（VT）
とpeak VO2を測定した。
５．実験の条件
　本研究では（１）VT強度での固定負荷運動条件（40分間），（２）Peak V

4

O2の40%-50%-60%-70%強度での
漸増負荷運動条件（各10分間ずつ：40分間），さらに（３）Peak V

4

O2の70%-60%-50%-40%強度での漸減負荷
運動条件（各10分間ずつ：40分間）の３条件を設定した（図１）。なお，本研究ではランダム化比較実験に基
づいて実験を実施した。
６．運動中の脂質酸化量の算出方法
　脂質酸化量は運動中のV

4

O2及びV
4

CO2より以下のIndirect Calorimetry（I.C.）法に基づいて求めた。
　脂質酸化量（g）：1.689（V

4

O2－V
4

CO2）－1.943×Nu
　ただし，V

4

O2及びV
4

CO2の単位はliter （L），Nuは0.008gと仮定して代入した。
７．運動中のエネルギー消費量
　運動中のエネルギー消費量（kcal）は，V

4

O2（L/min）1Lを消費するのに約5kcalの熱量を要すると考えて算
出した。
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８．統計処理
　データは平均値±標準偏差で示した。主たる変量（総エネルギー消費量，脂質酸化量及びRPE scale）に対
する各条件と経時時間との関連については二要因分散分析を行い，交互作用の検定を行った。交互作用が有意
と認められた場合は単純主効果の検定を行い，さらに単純主効果が有意な場合は多重比較検定を行った（Tukey
法）。各条件の経時変化については一要因分散分析を行い，分散に有意差が認められた場合には多重比較検定
を行った。統計上の有意水準は５%未満とした。

Ⅳ．結果

　本研究では，総エネルギー消費量に及ぼす各運動条件と運動習慣の有無の影響について検討した。その結果，
各条件と運動習慣の間には有意な交互作用が認められず，各条件とも運動群における総エネルギー消費量が非
運動群に対して有意な高値を示した（p＜0.01）。総脂質酸化量に及ぼす各運動条件と運動習慣の有無の影響も
同様の結果であった（p＜0.01）。このように，本研究では運動群と非運動群における各運動条件の反応には有
意な差が認められたことから，両群を分けて運動中の脂質酸化量及びRPE scaleの経時変化について検討した。
　図１は運動群の脂質酸化量に及ぼす各運動条件と時間の関連について検討したものである。運動群では各運
動条件と時間の間に有意な交互作用が認められた（p＜0.01）。すなわち，運動開始から30分を経過するまでの
脂質酸化量は，固定負荷運動条件（◆）と漸増負荷運動条件（△）に対し，漸減負荷運動条件（□）が有意な
高値を示した（p＜0.05）。運動開始から30分以降の脂質酸化量は３条件で同程度を示し，40分目では漸増負荷
運動条件が漸減負荷運動条件に対して有意な高値を示した（p＜0.05）。図２は運動群のRPE scaleに及ぼす各
運動条件と時間の関連について検討したものである。運動群では各運動条件と時間の間に有意な交互作用が認
められた（p＜0.01）。RPE scaleは運動負荷条件によって特徴があり，漸増負荷運動条件は時間とともに上昇
し〔運動開始５分目に対して15分目以降有意な高値（p＜0.01）〕，漸減負荷運動条件は時間とともに低下を示
した〔運動開始５分目に対して15分目以降有意な低値（p＜0.01）〕。一方固定負荷運動条件は運動開始25分目
以降，５分目の値に対して有意な高値を示すことが明らかにされた（p＜0.01）。なお，本研究における非運動
群の脂質酸化量とRPE scaleの反応は運動群と概ね同様の傾向を示した。

Ⅳ．考察

　これまで運動中の脂肪の燃焼に関しては，骨格筋の収縮が緩やかな比較的軽い運動強度が支持されていた
が，Astorino３はそれに反して比較的強度が高い運動で脂質燃焼比率が高値を示すことを明らかにした。この
件に関して豊岡ら４も同様の傾向を認めており，カテコラミン濃度は70%V

4

O2maxの条件が他の条件に対して
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有意な高値を示したことを報告している。一般に交感神経系の神経伝達物質であるカテコラミン（アドレナリ
ンとノルアドレナリン）は脂肪分解を促進させ，運動中，脂肪細胞ではβアドレナリン受容体が優位に働き，
脂肪から運動に必要なエネルギーが獲得できるように作用している。本研究の運動開始から30分までの脂質
酸化量は，漸減負荷運動条件（70%-60%-50%-40%）が他の条件に比べて高い水準であった。この成績はAs-
torino３と豊岡ら４やと同様に，最初の高強度（70%VO2max）運動でのカテコラミンの反応が高かったことで
脂肪の燃焼反応が維持されたのではないかと推察される。これらの反応は，非運動群においても概ね同様の傾
向であった。
　以上本研究では運動群と非運動群を対象に，トレッドミルを用いた40分間の（１）固定負荷運動条件，（２） 
漸増負荷運動条件及び（３）漸減負荷運動条件における脂質代謝について検討した。その結果，両群ともに30
分程度では漸減負荷運動条件の脂質酸化量が比較的高い傾向がみられたが，40分間では他の条件の脂質酸化
量も同程度の効果が得られた。またRPE scaleからみた漸減負荷運動条件は，運動の経過とともに徐々に負担
が軽減された。このことから，運動習慣の有無に関わらず負担度が徐々に軽減する漸減負荷運動条件は，脂質
代謝亢進のための運動プログラムの候補として期待できるのではないかと考えられた。

Ⅵ．引用文献
１．韓一栄，向本敬洋，植田央，ほか．間欠的な有酸素運動における運動中および運動後の酸素摂取動態．日本体育大学

スポーツ科学研究，1，１-7，2012．
２．池上晴夫，稲沢見矢子，近藤徳彦．乳酸消失からみたクーリング・ダウンに関する研究―特に漸減強度の回復期運動

の効果について―．筑波大学体育科学系紀要, 9, 151-158, 1986．
３．Astorino TA. Is the ventilatory threshold coincident with maximal fat oxidation during submaximal exercise in women? 

J Sports Med Phys Fitness, 40, 209-216, 2000.
４．豊岡示朗，荒松響，松生香里．運動強度と運動時間から見た脂質代謝特性．大阪体育大学紀要，35，39-50，2004．
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【背景】

　棒高跳の先行研究においては，バイオメカニクス的な自然科学的手法の研究は散見され，どのような技術が
必要であるのかという技術構造の系統は明らかにされてきているが，初心者に棒高跳をどのように指導してい
くのかという指導系統については未解明な部分が多く，実際の指導現場に活かしやすい指導手順についての研
究は少ないことが明らかになった。 
　また我が国の女子棒高跳に限ってみると，近年になって全国選抜・インターハイにおいて正式種目化された
ことにより，中学・高校生のジュニア世代の競技者が急増している。しかし，競技レベルは底上げされている
が，上位レベルは伸び悩んでいる。
　以上のような現状をふまえると，練習環境・競技会などのハード面の整備の実態および指導方法のソフト面
を改めて見つめていく必要が生じている。 

【研究目的および方法】

　本研究では，アンケート調査によって棒高跳の練習環境および指導実態を明らかにした上で，先行研究など
の知見を参考にして棒高跳未経験者に対する指導の在り方を考察することにした。その研究目的を達成するた
めに，以下の２つの研究課題を設定した。
　　　研究課題１：棒高跳における練習の実態調査 

　棒高跳における現場の練習環境とトレーニング内容の実態を明らかにし，棒高跳における問題点およ
び課題を抽出することを目的とする。

　　　研究課題２：棒高跳未経験者に対する指導の在り方に関する考察
　研究課題１によって明らかになった従来の棒高跳における一般的な問題点を受け，棒高跳未経験者に
対する指導に関して改善していく上で重要であると考える事項を考察し提示していくことを目的とす
る。

【研究課題１】棒高跳における練習の実態調査

Ⅰ．方法
１ ．調査対象者：大阪府の棒高跳競技界において長年にわたり指導的立場に従事されてきた保田隆也氏によっ

て作成された『2018年度大阪府の棒高跳の記録一覧』をもとに，そこに掲載された中学・高校・大学・ク
ラブチーム・マスターズの選手（113名）およびその所属チームと学校陸上競技部の指導者（52名）を調査
対象とした。 
２ ．調査項目：「属性」「用具や場所等の練習環境について」「棒高跳の指導者の有無」「練習・指導方法の研修

先」「棒高跳に取り組み始めた期日から公式試合に出場する期日までの期間の長さについて」「最初の公式記
録および自己ベストについて」「棒高跳の局面ごとの重要ポイントについて（重点を置いている局面，どの
局面から始めたか，中核となる局面，難しい局面）」「初心者の練習内容・方法・理由」「ポールを使用しな
い練習内容」「男女の指導方法の違い」「女子棒高跳の課題・展望」「棒高跳を始めたきっかけ」「棒高跳選手
に必要な資質や能力について」を選択方式および自由記述方式でアンケート調査を行った。
Ⅱ．結果および考察
１．練習環境について
　選手・指導者ともに約80％の回答者が十分に棒高跳ができる環境があるが，環境がない人は，多くが週１
回および月１回程度，棒高跳ができる環境のある場所を借りて練習をしていることが明らかになった。棒高跳
をする環境は学校が中心となっていた。
２．棒高跳に取り組み始めた日から初めて公式試合に出場した日までの期間の長さについて
　１ヶ月以内，１ヶ月程度で公式試合に出場している人が64.4％と半数以上が短期間で試合に臨む傾向がみら
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れた。学校において短期間での育成になっている問題が示唆された。
３．初心者指導について
　選手・指導者ともに，多くの回答者がポール保持～踏切の準備局面および主要局面前期から練習・指導され
ていることが明らかになった（図１，２）。また選手・指導者の全員が着地の練習からしているという回答は
０であったことから，危険を伴う棒高跳を取り組む上で安全対策が軽視されている現状があると推測された。

（本研究では，棒高跳の運動局面・局面構造を木島ら（2004）の13の局面を参考とした。） 

【研究課題２】棒高跳未経験者に対する指導の在り方に関する考察

Ⅰ．棒高跳における安全対策
　研究課題１において，初心者に最初に教える運動局面についてのアンケート調査の結果，ポール保持～踏切
の準備局面および主要局面前期から取り組まれていることが多いという実態が明らかになった。また，選手お
よび指導者，両者への質問で「着地」という回答は０であった。
　しかし傷害研究を見ると，Rebella（2008）は，アメリカの高校の棒高跳選手における傷害パターンの前向
き研究の結果，足関節の捻挫が最も多い損傷部位であり，受傷機転は誤って着地をすることであった。高校生
は競技開始からの期間が短く，技術が未熟な選手により多く傷害が発生していたことが報告されている。続け
て，榎ら（2018）は，大学生棒高跳選手の傷害発生に関する前向き研究を行い，その結果，足関節および腰
椎/下背部が同率で最も傷害発生していることを報告されており，この研究においても足関節の傷害の受傷機
転は全て着地時であったことから，大学生であっても着地の技術が未熟なことに原因があると述べられている。
これらのことから，棒高跳未経験者に対して始めに臀部・背中から安全に着地をする方法を指導する必要性が
あることが示唆された。

Ⅱ．棒高跳の基礎技術規定
　『体育の技術指導入門』を著した荒木豊は，高い競技レベルをもつ選手のフォームを形式的・現象的に初心
者に当てはめることを避け，助走～着地といったひとまとまりの流れをもつ棒高跳の特質を初期の段階から指
導することの大切さを述べている。この基礎技術は，初心者だけでなく，高い競技レベルになっても同じであ
り，誰しもが必ず習得しなければならない普遍的な技術と述べている。これに学べば，誰もが興味をもち，誰
もが学ばなければならない中核的な技術を解明し，それを習得できるように工夫をすることが重要なポイント
である.棒高跳における醍醐味はなんといっても身体を宙に浮かせる浮遊感であろう。ここが棒高跳の本質を
楽しみを味わうことができるところであり，先の安全な着地とここでのより高い浮遊感は，矛盾することなく
ひとつの学習内容になりうると考える。

【まとめ】

　棒高跳の現状は，練習環境・競技会などのハード面が整備されつつあるが，学校での短期間による育成の実
態や初心者指導方法は安全対策が不足していることが明らかになった。そのため棒高跳未経験者に対して，安
全かつ合理的に技術を習得するためには，競技特性を理解をしたうえで，早い段階で安全な着地指導を行い，
棒高跳競技そのものを全体としてとらえ習得させる必要性があると考えられる。またこのように初心者指導を
充実させ棒高跳競技を習熟させるために長期的に育成をしていくことが必要であると考えられる。 

【文献】
荒木豊。体育技術指導入門。p91，pp.137-138，ベースボールマガジン社，東京，1979。
榎将太，倉持梨香恵子，村田祐樹，ほか。大学生棒高跳選手の障害発生に関する前向き研究。日本臨床スポーツ医学会誌，

Vol.26，No.2，2018。
木島大輔，山西哲郎。棒高跳びの局面構造に関する実践学的研究。日本体育学会，55，P477，2004。
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Rebella GS，Edwards JO，Greene JJ，Husen MT，Brousseau DC．A prospective study of injury patterns in high school 
pole vaulters． Am J Sports Med，36（５）:913-20，2008。

図１．棒高跳を始めた際の局面(選手) 図２．初心者に始めに教える局面(指導者)

N＝59 N＝15
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【背景】

　やり投は，投擲種目の中で日本人の男女が共に世界で通用する種目である（田内ら，2009）が，日本人の
女子七種競技のやり投に関しては，競技力が飛び抜けて高い競技者が少なく，全体的に見ると世界と比較して
競技力が低いのが現状である。これは，野球などの投動作の獲得が期待される競技の経験が男子と比べ女子で
は少ないことや，中学生の混成種目である四種競技の中に投動作の獲得を引き出せる種目が含まれていないこ
と，高等学校進学後の七種競技開始のタイミングでやり投の練習を開始することが多く，やり投に割くことが
できる時間が相対的に少なくなりやり投の技術獲得が遅れることが原因であると考えられる。
　やり投に関する先行研究は多岐に渡って行われている。それらの研究では，未解決の問題を抽出し，仮説を
設定し，仮説を立証するための実験や調査を実施し，得られた結果を解釈しながら新しい知を探求するという
研究者の思考手順に沿って様々な知見が提示されている。しかし，専門種目のパフォーマンス構造を高度に理
解・設計し，現状把握とともに行う目標設定から，現実と目標との間に出現するギャップを問題と捉え，問題
解決のためのトレーニング方法と手段を準備・創造し，トレーニング計画を立案した上でトレーニングを実施
して効果を評価するというスポーツトレーニングの思考手順に沿った研究は見当たらない。
　そこで本研究では，スポーツトレーニングの思考手順に沿った研究の第一歩として，やり投のパフォーマン
スを構造的に理解するために，①走パワーと跳パワーの土台の上に技術的要素（一般的投動作→専門的投動作）
と投パワーを配置したやり投のパフォーマンス構造モデル，②やり投の投動作は小さい握れるボールを投げる
→大きい握れないボールを投げる→棒を投げる→競技用のやりを投げるという順にやり投の一般的投動作から
専門的投動作へと変化していくという２つの仮説モデルを設定し，その検証を試みた。

【目的】

　本研究では，①やり投の飛距離，②各種投擲物の飛距離および③コントロールテスト（やり投の飛距離に影
響することが先行研究（藤井，2016）において確認されている）の関係性を量的に検討した結果と，各種投
擲物の投動作を局面ごとに質的に比較した結果から，やり投における基礎技能としてのオーバーハンドスロー
の重要性を明らかにすることを目的とした。

【方法】

１．被験者：やり投経験のある大学生女子陸上競技者および社会人女子陸上競技者（陸上部やり投経験有群）
10名，やり投経験のない大学生女子陸上競技者（陸上部やり投経験無群）22名，遠投能力の高い大学生
女子軟式野球部員（野球部群）９名の計41名を被験者とした。

２．測定項目：５種類の投擲物の飛距離測定（ターボジャブロングトム，握れない１kgのメディシンボール，
握れる１kgのメディシンボール，ハンドボール，野球ボール），各種投擲物の飛距離測定の全試技におい
て投動作の分析を行うための動画撮影（被験者の後方および側方の２方向から），コントロールテスト（30m
走，垂直跳，立幅跳，立五段跳，10m助走付き五段跳，３kgメディシンボールフロント投げ，３kgメディ
シンボールバック投げ），やり投のパーソナルベストの聞き取り（やり投経験者のみ）。

３．測定手順：ウォーミングアップ（フリーアップ，ウォーミングアップ試投），５種類の投擲物の飛距離測定，
コントロールテスト，やり投のパーソナルベストの聞き取り。

【結果】

１．本研究で実施した各種投擲物の飛距離測定項目においてやり投PBと有意な正の相関関係を示したのは，
野球ボール助走有・野球ボール助走無・ターボジャブ助走無・握れないメディシンボール助走無・ターボ
ジャブ助走有・ハンドボール助走無・ハンドボール助走有であり，最も高い正の相関関係が認められたの
は，野球ボール助走有であった。
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２．本研究で実施したコントロールテスト項目においてやり投PBと有意な正の相関関係を示したのは，３kg
メディシンボールフロント投げ・３kgメディシンボールバック投げのみであった。

３．やり投PBが最も高い被験者は，野球ボール助走有・野球ボール助走無・ターボジャブ助走無においても
最も高い値を示した。

４．全被験者におけるターボジャブ助走有（縦軸）と野球ボール助走有（横軸）との相関関係を分析したとこ
ろ，縦軸も横軸も高い値を示す陸上部やり投経験有群，縦軸も横軸も低い値を示す陸上部やり投経験無群
および縦軸は低いが横軸は高い値を示す野球部群の３群に分かれる結果となった。

５．野球ボール投げとターボジャブ投げの投動作は，主要な関節の動きや身体部位の位置関係を映像を基に質
的分析を行なったところ，肩関節・骨盤～腰部・腕・体幹部・股関節・肘関節・膝関節・足関節に相違が
認められた。

【考察】

　投動作を「動き」という視点からみると，オーバーハンドスローの動作が基礎技能となりそれが物を投げる
動きと物を打つ動きへと分化し，物を投げる動きは投擲物の種類によって，物を打つ動きは道具の種類によっ
て動きが変化してくると考えられる。握れるボールを投げる動きとやりを投げる動きが異なるものとしてモデ
ルの枝分かれした先に位置づく。しかし，ターボジャブ投げの飛距離と野球ボール投げの飛距離の２要因によっ
て被験者を４群に分類した結果からは，①やり投で高いパフォーマンスを発揮するためには，必要条件として
握れるボールを投げる力を有していなければならない②前提条件が整わないまま棒を投げてもやり投で高いパ
フォーマンスを発揮することはできない③握れるボールを投げる力が高いだけでは，やり投で高いパフォーマ
ンスを発揮することはできないという３点を読み取ることができる（図１）。 
　また，やり投PBが最も高い被験者のターボジャブと野球ボールの投動作を，動画を用いて比較した結果か
ら，核となるオーバーハンドスローは同じであっても，両者には異なる動きがあることが明らかになった。

【まとめ】

　大学女子やり投競技者のコントロールテスト項目として，野球ボール助走有，野球ボール助走無，握れない
メディシンボール助走無，ハンドボール助走有，ハンドボール助走無，ターボジャブ助走有，ターボジャブ助
走無という投擲物の飛距離測定が有効であることが考えられる。
　また，やり投の実際のコーチング現場における投動作の指導においては，コントロールテストによる評価を基
に，縦軸に棒を投げる力（やり投PBもしくはターボジャブ），横軸に握れるボールを投げる力（野球ボール投げ）
をとった図を作成することにより，競技者個々の特性に応じたトレーニング課題の設定が可能になることが示唆
された。その際には，野球ボール投げとやり投の動きの違いを考慮し，野球ボール投げの遠投練習がやり投に負
の転位を与えないように専門的な動きの導入へと関連づけるコーチングが求められると考えられる。

図１．ターボジャブ投げおよび野球ボール投げの飛距離の２要因によって被験者を４群に分類した結果
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【背景】

　三段跳とは，助走と３つの跳躍局面（ホップ-ステップ-ジャンプ）から構成され，水平距離の大きさを競う
種目である（Hay，1995）。ホップとステップの踏切は，同側の片脚で踏み切り，ジャンプはそれと対側の片
脚で踏み切る運動である。女子三段跳は世界選手権で採用されたのが1993年，オリンピックに採用されたの
が1996年と他の種目と比べるとその歴史が浅い種目である。現在の女子三段跳の世界記録は15.50mであるの
に対して，日本記録は1999年に樹立された14.04mであり，約20年近く更新されていない。また，日本におけ
る女子三段跳の現状は，世界と比べるとレベルが低く，近年も競技レベルが停滞している種目であると考えら
れる（柴田ら，2019）。三段跳は適切な技術により遂行されなければ，３つの跳躍を成立させること自体も困
難になる（Hay，1995）。この競技特性から，３つの跳躍を連続性のある一連の動作として捉えることが必要
であり，ステップやジャンプの踏切時の衝撃緩衝を行いつつ，ジャンプまで水平速度の維持ができる，いわゆ
る経済性の高い踏切動作を行うことが重要であるとされている（Hay，1993）。力学的な観点からみると，三
段跳のパフォーマンスを高めるためには，助走でできるだけ大きな水平速度を獲得し，跳躍局面では，助走で
得た水平速度の減少を最小限に抑えつつ，大きな鉛直速度を獲得することが求められる（Hay，1995）。
　三段跳の競技会シーズンという短期間，あるいは競技会当日といった限定された状況では，即時的に三段跳
の跳躍距離を向上させるようなトレーニングや方策が求められる。走幅跳では，助走速度の即時的な向上を中
心に跳躍距離の向上に影響を与えるトレーニング方法が開発，検討されてきた（熊野，2018）。しかしながら，
三段跳の即時的トレーニング効果について焦点を当てた研究は見当たらない。
　三段跳における長期的なトレーニング方策の一つとして，バウンディング運動が重視されている。バウンディ
ング運動はプライオメトリックトレーニングのひとつであり，両脚で交互に行う連続的な水平方向への跳躍運
動である。バウンディング運動の中でも立五段跳が，跳躍選手における競技パフォーマンスとの関連性が高く

（稲岡ら，1993），パフォーマンス向上に重要なトレーニング（植田ら，2007）であると報告されている。そ
して，跳躍選手の競技力と加速助走付五段跳および立五段跳の跳躍距離には有意な正の相関関係があるが，加
速助走付五段跳の方が跳躍競技力とより強い関係があることが明らかにされている（熊野，2014）。この加速
助走付五段跳を，三段跳実施前に導入した際の短期的効果として，三段跳の記録向上への影響を検討された報
告はみあたらない。 

【目的】

　女子大学生三段跳アスリートの試技開始前の加速助走付五段跳の導入が，三段跳の跳躍距離を伸ばすための
即時的効果として有効であるか，ホップ，ステップおよびジャンプの三つの踏切中の地面反力データから精査
しようとした。

【方法】

　被験者は，三段跳を専門とする選手を対象とし，異なる競技レベルとして全日本学生レベル競技会入賞者３
名と関西学生インカレ出場レベル５名の計８名を被験者とした。実験課題として，被験者８名をランダムにA
群，B群にそれぞれ４名ずつ割り付けた。被験者各自に１時間程度の十分なウォーミングアップを行わせた後，
助走練習（踏切板への足合わせ）の時間を15分設けた。その後，A群は三段跳，加速助走付五段跳，三段跳の
順に，B群は三段跳を３本実施させた。試技間には５分程度の休息を挟み，セット間には15分の休憩を設けた。
その後、試技内容をクロスオーバーさせ２セット目に移った。計測の際，試合通りの跳躍をするように指示し
たが，測定は屋内実験走路で行なったため，ジャンプ後の着地のための砂場がなく，片足着地で跳び抜けさせ
た。
　実験課題を行わせた際に，表面にウレタンが敷かれた，50mにわたり連続的の測定が可能な圧力板走行路を
用い，ホップ-ステップ-ジャンプの各踏切中における地面反力のFy（前後成分），Fz（鉛直成分）およびCOP（圧
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力中心位置）を1000Hzのサンプリングタイムで記録した。測定値は，Butterworth Low-Pass Filterを用い，
100Hzでノイズを除去した。
　分析項目として，三段跳の各踏切（ホップ-ステップ-ジャンプ）の地面反力より，Fy（前後成分）の最大ブレー
キ力と最大推進力，ブレーキ方向の力積と推進方向の力積，Fz（鉛直成分）の第１ピークと第２ピーク， 鉛直
方向の力積を算出し，加速助走付五段跳の導入の有無で比較した（Fig.1）。
Figure1　床反力のFy（前後成分），Fz（鉛直成分）の波形データからみたピーク値と力積

　統計処理に使用する実験データは，加速助走付五段跳の前後の試技を対象とした。統計処理には，Excleの
アドインソフトStatce13を用いた。加速助走付五段跳の前後の試技に関し，対応のあるt検定を行い，即時的効
果について検証した。なお，有意水準は５%未満とした。

【結果および考察】

　三段跳の助走速度，全体の跳躍距離，ホップ-ステップ-ジャンプの各跳躍距離，および接地時間において，
加速助走付五段跳の導入の有無で有意な差は認められなかった。しかし，ホップFy（前後方向）の最大推進
力を含む推進方向の力積とホップFy（前後方向）の最大推進力のみに有意に高値を示し（それぞれp<0.05），
三段跳前に加速助走付五段跳を導入することでホップ時の前方推進力が増大する結果を示した。すなわち，加
速助走付五段跳として水平速度を維持したまま５回の踏切を，三段跳試技の前に実施することで，三段跳ホッ
プ踏切中のブレーキが小さくなり，前方への推進力が増大する結果を示した。また，Fy（前後成分）推進力
の力積は，身体を前方へ加速させる作用の方向を意図しており（榎本，2013），本研究の結果では，加速助走
付五段跳の導入後の試技にホップのみに高い傾向があったため，Fy（前後成分）推進方向の力積に関して，
加速助走付五段跳の効果を断言することはできないが，統計的には加速助走付五段跳導入により高値を示す傾
向がみられた。
　Hay（1993）は，三段跳の良い踏切とは身体重心水平速度の減少が小さく，かつ適切な鉛直速度の獲得がで
きるもので，水平方向と鉛直方向の身体重心速度の適切な関係を実現することが記録向上につながるという報
告をしているが，加速助走付五段跳導入によって助走速度を減速しないまま，三段跳のホップ踏切時の水平速
度を増大しうる可能性を示唆した。

D11851-72001686-④恵良和鈴.indd   63 2020/09/08   10:56:23



64

【結論】

　加速助走付五段跳を三段跳の試技前に導入することで，三段跳ホップ踏切時のブレーキを減少させ，前方推
進力を獲得できる効果があることを示し，競技レベルの向上に寄与できる即時的効果の高い方策であることを
示唆した。
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承諾書（別添），「総説」以外は投稿論文倫理チェックリストを添えて下記編集委員会宛に送付ないしは，電子
データで提出する。また，査読の結果，論文が受理された場合は最終の原本（図，表等を含む）１部とともに
電子媒体を下記編集委員宛に送付ないしは，電子データで提出する。

―原稿の提出先― 
〒663-8558 西宮市池開町6-46 
　武庫川女子大学健康運動科学研究所 編集委員会 
　Tel：（0798）45-9524 
　Mail：handss@mukogawa-u.ac.jp  

８．掲載料

　掲載料は原則無料とするが，ページの超過分については編集委員会の議を経て定める。また写真などカラー
ページは別途実費を徴収する。 

９．著作権

　本誌に掲載された論文の著作権は，武庫川女子大学に帰属する。ただし，著作者本人は論文を承諾なしに利
用することができる。また，論文は武庫川女子大学リポジトリに搭載し，インターネットを通して公開される
ものとする。 

付則
この規定は2010年６月18日より発効する。
この規定の改正は2014年２月14日より施行する。
この規定の改正は2019年６月19日より施行する。
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「健康・スポーツ科学」投稿論文倫理チェックリスト

　投稿論文の原稿種類が「原著」「速報」「資料」「報告」の場合には、以下の１～10のチェックリストにチェッ

クを入れ（当てはまる□を■に置き換える）、署名（直筆でなくてかまいません）を行った上で、初回投稿時

に原稿とともに編集委員長に送付してください。原稿種類が「原著」「速報」の場合は、研究を行うにあたっ

て倫理審査を受けることが責務であり、倫理委員会の承認を得ていることを投稿の条件とします。「資料」「報

告」の場合も倫理審査を受け、承認を得ていることが望ましいですが、受けていない場合や承認を得ていない

場合には、１～10のチェックリストや原稿の内容を基に、査読に進むか否かを編集委員会にて判断します。

１～10のチェックリストにおいて満たされていない項目があるというだけで不採択になることはありません

が、編集委員会から詳しい事情を伺う場合もあります。なお、研究の実施や論文作成にあたっては、リストの

項目だけでなく、全般的に倫理的配慮を欠くことのないように努めてください。

１．所属または関連施設に倫理委員会がありますか。

　　　　□はい　　　□いいえ

　　研究を行うにあたりその承認を得ましたか。

　　　　□はい　　　□いいえ

　　→上記で「はい」の場合は、項目「６」へ進んでください。

２． 実験や調査に先立ち研究参加者からインフォームドコンセントを得ましたか（インフォームドコンセント

には、実験や調査の内容についての説明や、実験や調査から自由に離脱できる旨が記されているものとし

ます。承諾のサインを得ることが望ましいです）。

　　　　□はい　　　□いいえ

３． やむを得ずインフォームドコンセントが得られない場合は、親や責任者による承諾を得るなどのような代

替となる手段をとりましたか。

　　　　□はい　　　□いいえ

４．実験参加者や調査対象者に負荷やリスクはありませんでしたか。

　　　　□あった　　□なかった

　

負荷やリスクがあった場合には、その内容やどのような対処・処置を行ったかについて以下に具体的に書

いてください。

５．データ収集や処理、論文に紹介する際の匿名性の保障などプライバシーは保障されていますか。

　　　　□はい　　　□いいえ
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６． 実験や調査を行う際に必要なデセプション（欺瞞）がある場合（例えば、研究目的を達成するために必要

な偽教示の呈示）、デブリーフィング（事後説明）などによる対処を行いましたか。

　　　　□はい　　　□いいえ　　　□デセプションなし

７． 論文は著者自身によるオリジナルの論文ですか（オリジナルの論文とは他所に投稿中ではない、または公

刊されていない論文を指します。データの再分析が含まれるなど密接に関連する論文がある場合は、参考

資料として併せて送付してください）。

　　　　□はい　　　□いいえ

８．著者が連名である場合、連名者全員から投稿の承諾を得ていますか。

　　　　□はい　　　□いいえ

　　著者名の順序は貢献度を適切に反映していますか。

　　　　□はい　　　□いいえ

９．他者が作成した材料やプログラムを用いた場合、その出典は示されていますか。

　　　　□はい　　　□いいえ　　　□転用なし

　　転用について原著者や出版社からの承諾を得ていますか。

　　　　□はい　　　□いいえ

10．不適切あるいは差別的な用語や表現がないかチェックしましたか。

　　　　□はい　　　□いいえ

（日本心理学会と日本スポーツ心理学会の機関紙への投稿に際しての倫理チェックリストを一部改変し作成，

許諾済）

健康運動科学研究所「健康・スポーツ科学」編集委員会 御中

上記について、間違いがないことを宣誓します。

論文題目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年月日　　　西暦　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日
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健康・スポーツ科学「原稿執筆要領」

Ⅰ．原稿の様式

１．原稿は和文または英文とする。原稿はワープロソフト（MS Wordを推奨）を用い，A４判横書きで上下左
右に３cmの余白をとる。和文原稿の場合には，全角文字で40字×40行のページ設定とする。英文原稿の場
合には，ダブルスペースで印字する。なお，文字の大きさは，いずれも11ポイントとする。原稿の長さは
本文（英文抄録あるいは和文抄録，引用文献等を含む）及び図表等（それぞれ１枚とカウント）を含めて 
20枚以内とする。
２．和文原稿はひらがな，新かなづかいとする。 
３．和文の句読点は「，」と「。」にする。英文の場合は，アメリカンスタイルとする（句読点はコーテーショ

ンあるいはダブルコーテーションマーク内側に付ける）。
４．字体（ボールド，イタリック，JIS 外字など）の指定は投稿原稿に赤字で指定する。
５．図，表，写真（原則として電子データ）にはアラビア数字で通し番号を付け，挿入箇所は投稿原稿右余白

に赤字で指定する。図，表，写真には表題を付け，原則として図と写真は下に，表は上に記載する。また，
他の文献から図，表，写真を転載する際は，必ず転載許可を得なければならない。

　　図表写真ファイル形式：MS Word,Excel,PowerPoint,PDF,JPEG 
６．和文・英文原稿ともに単位は原則として国際単位（SI 単位）を使用する。また，記号・符号は国際的に

慣用されているものを使用する。数字はアラビア数字を使用する。
７．和文・英文原稿における略語は初出時の後の括弧に示し，以下その略語を用いる。
８．項目の表記は，順にⅠ，Ⅱ，Ⅲ， ...，A，B，C， ...，１，２，３，...，１），２），３），...，⑴，⑵，⑶，..., 

①，②，③…とする。 

Ⅱ．原稿表紙 

１．表紙には表題，著者名，所属（住所），連絡先を記入する。その次に英文で表題，著者名，所属，連絡先
を記入する。なお，種別は表紙の左上に記入する。 
２．Key wordsは，１．の英文連絡先の次に原稿内容がわかるような単語または句を３～５個記入する。各

Key words間はコロンで区切る。 
３．別刷希望部数（50部単位）を記入する。ただし、50部までは無料とし，それ以上は実費負担とする。
４．編集委員会との連絡として，２．のKey wordsの次に筆頭著者名，連絡先（住所，電話番号，fax番号，e-

mailアドレス）を記入する。

Ⅲ．抄録 

１．和文の全ての論文には，第 ２ ページ目に英文抄録（300語以内）を記載する。 

Ⅳ．引用文献 

１．引用文献は，引用する箇所の右肩にアラビア数字で上付番号（１，2．3，４‒７）を付け，引用文献欄に引用順
に記載する。本文で著者名を引用する場合は姓のみとする（田中＊，田中と鈴木＊，田中ほか＊，Tana-
ka*，Tanaka and Suzuki*，Tanaka et al.*）。 
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２．引用文献欄における著者名は全員の記載を原則とするが，多数の連名の場合は第 ３ 著者までを記載し，
第４著者以降を和文では “ほか” ，英文の場合は“et al.”とする。 
３．引用文献で学術論文の記載形式は，「著者名．表題．雑誌名，巻（号），引用頁̶頁，発行年．」の順とする。

なお，雑誌名の略は当該雑誌の形式に準ずる（略誌名の例：The New England journal of medicine → N 
Engl J Med.  [PubMed参照]）。 

４．引用文献で書籍の記載形式（単著の場合）は，「著者名．書名．引用頁̶頁，発行所，発行所の所在地，
発行年．」とし，編著者の場合「執筆者名．該当表題 “書名” （編者名），引用頁̶頁，発行所，発行所の所
在地，発行年．」とする。 

【引用文献の記載例】 
１．田中繁宏，垂井彩未．２次健康診断での脈波伝播速度計測導入の試み．学校保健研究，48（5），448-452， 

2006．
２．渡邊完児，中塘二三生，田中喜代次，ほか．皮脂厚法による中学生の身体組成評価．体力科学，42（2）， 

164-172，1993. 
３．Ito T, Azuma T, Yamashita N. Changes in forward step velocity on step initiation from backward  and for-

ward leaning postures. Osaka R J Phys Educ, 48, 85-92, 2010. 
４．Ramsdale SJ, Bassey EJ. Changes in bone mineral density associated with dietary-induced loss  of body 

mass in young women. Clin Sci, 87, 343-348, 1994. 
５．Oshima Y, Miyamoto T, Tanaka S, et al. Relationship between isocapnic buffering and maximal aerobic ca-

pacity in athletes. Eur J Appl Physiol,76, 409-414, 1997. 
６．池上晴夫．運動処方．p.145-151，朝倉書店，東京，1993．
７．前田如矢．健康チェックの基本“健康の科学”（前田如矢，田中喜代次編），p.1-6，金芳堂，京都，2003．
８．Mahoney C, Boreham CAG. Validity and reliability of fitness testing in primary school children. “Sport and 

physical activity‒moving towards excellence-” （Williams T, Almond L, Sparkes A, editors）, p.429-437, 
E&FN Spon, London, 1992. 

９．文部科学省．学校保健統計調査．http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa05/hoken/kekka/126 8813.
htm（2016年６月24日にアクセス） 

Ⅴ．校正

　初校は著者校正とし，印刷上の誤り以外の加筆・修正・削除は認めない。

令和元年６月19日
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投　稿　承　諾　書

健康・スポーツ科学　編集委員長殿

論文名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　上記の論文を「健康・スポーツ科学」に投稿いたします。投稿は，共著者全員の
承諾の上で行われること，本論文の内容は刊行物として未発表であり，また他誌に
投稿中でないこと，本誌に掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属するこ
と，さらに論文は武庫川女子大学リポジトリに搭載し，インターネットを通して公
開することに同意いたします。

　　　　　　　　年　　　月　　　日

筆頭著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

論文名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共著者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（共著者が多数の場合，同紙のコピーを使用してください）
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　記念すべき第10巻（2019年度３月発行）を原著論文、健康運動科学研究所シンポジウム「膝靭帯
損傷の予防と治療」の記録を含め、刊行致しました。
　今年度から雑誌名を「健康・スポーツ科学」に変更し、それに伴い、投稿規定等も併せて刷新し、
これまでよりも幅広く健康・スポーツ科学の各分野からの投稿が可能となっておりますのでご確認く
ださい。皆様方の積極的な投稿を編集委員一同お待ちしております。
 （松尾善美）

第10巻第１号の論文で査読をお願いした先生方（敬称略）

渡　邊　完　児
中　西　　　匠
田　中　美　吏
小笠原　一　生
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